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signal
音声ポートのシグナリングタイプを指定するには、音声ポートコンフィギュレーションモー

ドで signalコマンドを使用します。デフォルトにリセットするには、このコマンドの no形式
を使用します。

Foreign Exchange Office（FXO）音声ポートおよび Foreign Exchange Station（FXS）音声ポー
ト
signal {groundstart | loopstart [live-feed]}
no signal {groundstart | loopstart}

Ear and mouth（EandM）音声ポート
signal {delay-dial | immediate | lmr | wink-start}
no signal {delay-dial | immediate | lmr | wink-start}

Centralized Automatic Message Accounting（CAMA）ポート
signal {cama {kp-0-nxx-xxxx-st | kp-0-npa-nxx-xxxx-st | kp-2-st | kp-npd-nxx-xxxx-st |
kp-0-npa-nxx-xxxx-st-kp-yyy-yyy-yyyy-st} | groundstart | loopstart}
no signal {cama {kp-0-nxx-xxxx-st | kp-0-npa-nxx-xxxx-st | kp-2-st | kp-npd-nxx-xxxx-st |
kp-0-npa-nxx-xxxx-st-kp-yyy-yyy-yyyy-st} | groundstart | loopstart}

構文の説明 グラウンドスタートシグナリングを使用するよう指

定します。FXOインターフェイスおよび FXSイン
ターフェイス用です。グラウンドスタートシグナリ

ングでは、接続の両側がコールの発信および終了を

行えます。

このキーワードの CAMAバージョンは
groundstartです。いずれの形式も動作は
同じです。

（注）

groundstart

ループスタートシグナリングを使用するよう指定し

ます。FXOインターフェイスおよび FXSインター
フェイス用です。ループスタートシグナリングでは、

接続の片側のみがコールの終了を行えます。FXO音
声ポートおよび FXS音声ポートでは、これがデフォ
ルトとして設定されています。

このキーワードの CAMAバージョンは
loopstartです。いずれの形式も動作は同
じです。

（注）

loopstart

（任意）ライブフィードからのMOHオーディオスト
リームを、FXOポートを介してルータに直接接続で
きるようにします。

live-feed
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発信側が Eリード線でオフフックになることで回線
を捕捉します。時間指定された間隔が経過すると、

発信側は着信側からの監視を調べます。監視がオン

フックの場合、発信側は情報をデュアルトーン多重

周波数（DTMF）として送信開始します。監視がオフ
フックの場合は、発信側は着信側がオンフックにな

るまで待機してからアドレス情報の送信を開始しま

す。E&Mタイトランクインターフェイス用です。

delay-dial

発信側が Eリード線でオフフックになることで回線
を捕捉し、アドレス情報を DTMF番号として送信し
ます。E&Mタイトランクインターフェイス用です。

immediate

陸上移動無線シグナリングを使用するよう指定しま

す。

lmr

発信側は、Eリード線でオフフックになることで回線
を捕捉し、Mリード線で着信側からの短いオフフッ
ク「wink」表示を受信するまで待機した後、アドレ
ス情報を DTMF番号として送信します。E&Mタイ
トランクインターフェイス用です。E&M音声ポート
では、これがデフォルトとして設定されています。

wink-start

911コール用のポートを選択および設定します。cama

10桁送信。E.164番号は完全に送信されます。kp-0-npa-nxx-xxxx-st

ANI/疑似ANI（PANI）によるCAMAシグナリングを
サポートします。

kp-0-npa-nxx-xxxx-st-kp-yyy-yyy-yyyy-st

7桁の自動番号識別（ANI）送信。番号計画エリア
（NPA）コードまたはエリアコードは、トランクグ
ループによって暗黙的に示されるため、送信されま

せん。

kp-0-nxx-xxxx-st

CAMAトランクがルックアップテーブルで対応する
番号計画桁（NPD）番号を取得できない場合、また
は発信番号の長さが 10桁未満の場合におけるデフォ
ルト送信。（NPA番号は使用できません。）

kp-2-st

8桁のANI送信。1桁の多重周波数（MF）で表され、
NPAへと展開される NPDが含まれます。NPDテー
ブルは、たとえば 0 = 415、1 = 510、2 = 650、3 = 916
といったように、送信側機器および受信側機器（MF
トランクの両端）で事前にプログラムされています。

05550100 = (415) 555-0100、15550100 = (510) 555-0100
など。NPDの範囲は 0～ 3です。

kp-npd-nxx-xxxx-st
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コマンドデフォルト FXOインターフェイスおよび FXSインターフェイスの場合は loopstart、E&Mインターフェ
イスの場合は wink-start、CAMAインターフェイスの場合は loopstartです。

コマンドモード 音声ポートコンフィギュレーション（config-voiceport）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Cisco 3600シリーズに導入されました。11.3(1)T

このコマンドが変更され、ANI送信をサポートするようなりました。12.2(11)T

lmrキーワードが追加されました。12.3(4)XD

このコマンドが、Cisco IOSリリース 12.3(7)Tに統合されました。12.3(7)T

このコマンドが Cisco 2800および Cisco 3800シリーズに導入されました。12.3(14)T

ANI/疑似 ANI（PANI）を使用した CAMAシグナリングをサポートするため、
kp-0-npa-nxx-xxxx-st-kp-yyy-yyy-yyyy-stキーワードが追加されました。

12.4(9)T

live-feedキーワードが追加されました。12.4(11)XJ

live-feedキーワードが Cisco IOSリリース 12.4(15)Tに統合されました。12.4(15)T

使用上のガイドライン このコマンドは、アナログ音声ポートのみに適用されます。設定値を有効にするには、音声

ポートをシャットダウンしてからアクティブにする必要があります。

E&M音声ポートの場合、このコマンドでは、選択した音声ポートの signal値のみが変更され
ます。

FXO音声ポートまたは FXS音声ポートの場合、このコマンドでは、音声ポートモジュール
（VPM）にある両方の音声ポートの signal値が変更されます。Cisco 3600シリーズルータにあ
る FXO音声ポートの信号タイプを変更する場合は、音声ネットワークモジュールの音声イン
ターフェイスカード内にある適切なジャンパを移動する必要があります。音声ネットワークモ

ジュールの物理的特性に関する詳細については、ご使用の音声ネットワークモジュールに付属

している設置マニュアルを参照してください。

E&M音声ポートで即時スタートシグナリングを設定した場合、一部の PBXでは最初の桁が欠
落します。即時スタートシグナリングは、遠端が捕捉後数ミリ秒以内に桁を受け入れるよう設

定されている回線でのみ、かつダイヤルパルスのアウトパルス用途のみで使用する必要があり

ます。遅延ダイヤルシグナリングは、回線ではなくトランクでの使用を目的としています。遅

延ダイヤルシグナリングは、回線が捕捉されるとすぐに、遠端からMリードにオフフック表
示が返されるのを待機します。レシーバが接続されると、遠端はオフフック表示を削除して、

桁受信の準備ができたことを示します。正しく機能させるには、両端で遅延ダイヤルを設定し

ておく必要があります。一部の非シスコ製デバイスでは、DTMFレシーバの数が限られていま
す。このタイプの機器では、DTMFレシーバが使用可能になるまで、発信側を遅らせる必要が
あります。
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緊急 911コール専用の CAMAポートとして使用する VIC-2CAMAポートを指定するには、
signal camaコマンドを使用します。E911コールがサポートされている既存の北米テレフォニー
インフラストラクチャでは、実装されているサービスが各サービスエリアごとにそれぞれ異な

るとともに、緊急コール処理設計を決定づける要因の多くは現地の方針に依存するため本文書

の範囲外とします。特定の物理サービスアクセスポイント（PSAP）場所においてどの ANI形
式が適切であるかは、現地の方針に準拠します。

次に示す 4種類の ANI送信スキームは、E911タンデムに送信される実際の桁数に基づいてい
ます。いずれの場合も、実際の発信番号はキーパルス（KP）から始まって、その後に情報（I）
フィールドまたはNPDが続き、その後にANI発信番号、そして最後にPSTNのトランクグルー
プタイプおよび伝送されるトラフィックの構成に応じて、スタートパルス（ST）、STP、ST2P
または ST3Pが続きます。

情報フィールドは、回線の元の順序に応じて1桁または2桁で表示されます。1桁の情報フィー
ルドの場合、値 0は、当該発信番号が使用可能であることを示します。値 1は、当該発信番号
が使用できないことを示します。値 2は、ANIが失敗したことを示します。2桁の情報フィー
ルドに表示される各値をすべて確認するには、www.telcordia.comで『SR-2275: Telcordia Notes
on the Networks』を参照してください。

• 7桁送信（kp 0 nxx xxxx st）：

発信側電話番号が送信されますが、NPAはトランクグループで暗黙的に示されるため送信され
ません。

• 8桁送信（KP npd nxx xxxx st）：

Iフィールドは、1桁のNPDからNPAへのマッピングで構成されます。発信番号 415-555-0122
が 911コールを発信し、Cisco 2600シリーズまたは Cisco 3600シリーズに NPD（0）から NPA
（415）へのマッピングが設定されている場合、このNPAシグナリングフォーマットがセント
ラルオフィス（CO）の選択ルータによって受信されます。

4以上の NPD値は、エラー状態を示す専用数値です。（注）

• 10桁送信（kp 0 npa nxx xxxx st)

E.164番号は完全に送信されます。

• 20桁送信（kp-0-npa-nxx-xxxx-st-kp-yyy-yyy-yyyy-st）：

FGD-OSでは、「KP+II+10桁のANI+ST+KP+7/10桁の PANI+ ST」フォーマットの 20桁（2つ
の 10桁番号）がサポートされています。

• kp-2-st送信（kp-2-st）：

kp-2-st送信は、PBXがANIをアウトパルスできない場合に使用されます。Ciscoルータで受信
された ANIが設定値と異なる場合、kp-2-stが送信されます。たとえば、10桁の ANIをアウト
パルスするよう設定されている音声ポートで、7桁の発信番号を含む 911コールが受信された
場合、ルータが kp-2-stを送信します。

signal〜 srv version
6

signal〜 srv version
signal

http://www.telcordia.com


緊急 911コールは、ANIの不一致があっても拒否されません。コールによって音声パスが確立
されます。ただし、E911ネットワークは ANIを受信しません。

（注）

例 次の例は、Cisco 3600シリーズの単一の音声ポートにおいて、シグナリングタイプを
グラウンドスタートシグナリングに設定したものです。つまりこの場合、接続の両側

がコールの発信およびコールの終了を行えます。

voice-port 1/1/1
signal groundstart

次の例は、10桁の ANI送信を設定したものです。

Router(config)#
voice-port 1/0/0
Router(config-voiceport)# signal cama kp-0-npa-nxx-xxxx-st

次の例は、ANI/疑似 ANIを使用した 20桁の CAMAシグナリングを設定したもので
す。

Router(config-voiceport)# signal cama KP-0-NPA-NXX-XXXX-ST-KP-YYY-YYY-YYYY-ST

関連コマンド 説明コマンド

1つのMF桁に、NPAまたはエリアコードを事前プログラムします。ani mapping
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signal did
音声ポートでダイヤルイン方式（DID）を有効にするには、音声ポートコンフィギュレーショ
ンモード inで signal did commandを使用します。DIDを無効にして、ループスタートシグナ
リングにリセットするには、このコマンドの no形式を使用します。

signal did { immediate-start | wink-start | delay-dial }
no signal did

構文の説明 DID音声ポートで即時スタートシグナリングを有効にします。immediate -start

DID音声ポートでウィンクスタートシグナリングを有効にします。wink -start

DID音声ポートで遅延ダイヤルシグナリングを有効にします。delay -start

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 音声ポートコンフィギュレーション（config-voiceport）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドがCisco2600シリーズおよびCisco3600シリーズに導入されました。12.1(5)XM

このコマンドは Cisco IOSリリース 12.2(8)Tに統合され、Cisco IAD2420シリーズ
に導入されました。

12.2(8)T

例 次の例は、音声ポートの設定で即時スタートシグナリングを有効化したものです。

Router# voice-port 1/17
Router (config-voiceport)# signal did immediate-start
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signal keepalive
Ciscoトランクおよび FRF.11トランクにおけるキープアライブシグナリングパケットの間隔
を設定するには、音声クラスコンフィギュレーションモードで signal keepaliveコマンドを使
用します。デフォルトにリセットするには、このコマンドの no形式を使用します。

signal keepalive { seconds | disabled}
no signal keepalive { seconds | disabled}

構文の説明 キープアライブシグナリングパケットの間隔（秒単位）。値の範囲は 1～ 65535
です。デフォルトは 5秒です。

seconds

キープアライブシグナルが送信されないように指定します。disabled

コマンドデフォルト seconds：5秒

コマンドモード 音声クラスコンフィギュレーション（config-voice-class）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Cisco MC3810に追加されました。12.0(3)XG

このコマンドが Cisco IOSリリース 12.0(4)Tに統合されました。12.0(4)T

このコマンドがCisco 2600シリーズおよびCisco 3600シリーズに導入されました。12.1(3)T

disabledキーワードが追加されました。12.3(7)T

使用上のガイドライン キープアライブシグナリングの間隔を設定する前に、必ずグローバルコンフィギュレーション

モードで voice class permanentコマンドを使用して、Ciscoトランクまたは FRF.11トランクの
音声クラスを作成してください。次に、voice-class permanent（ダイヤルピア）コマンドを使
用して音声クラスをダイヤルピアに割り当てる必要があります。

接続トランクによる接続およびマルチキャストを使用したネットワークに対してこのコマンド

を設定する場合は、宛先が指定されていないマルチキャストネットワークにキープアライブシ

グナルが送信されないようにするため、キーワードdisabledを使用することが推奨されます。

例 次に示す例は、音声クラス 10でキープアライブシグナリングの間隔を 3秒に設定した
ものです。

voice class permanent 10
signal keepalive 3
exit
dial-peer voice 100 vofr
voice-class permanent 10
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関連コマンド 説明コマンド

ダイヤルピアコンフィギュレーションモードを開始して、

特定のダイヤルピアのタイプを指定します。

dial-peer voice

CiscoトランクおよびFRF.11トランクのABCDビットパター
ンを設定します。

signal pattern

コールアイドル状態の信号タイミングパラメータを設定しま

す。

signal timing idle suppress-voice

OOS状態の信号タイミングパラメータを設定します。signal timing oos

Ciscoトランクまたは FRF.11トランクの音声クラスを作成し
ます。

voice-class permanent

Ciscoトランクまたは FRF.11トランクに設定済みの音声クラ
スを、ダイヤルピアに割り当てます。

voice class permanent
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signal pattern
Ciscoトランクおよび FRF.11トランクのアイドル状態およびサービス停止中（OOS）状態を識
別する ABCDビットパターンを定義するには、音声クラスコンフィギュレーションモードで
signal patternコマンドを使用します。音声クラスから当該パターンを削除するには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

signal pattern {idle receive | idle transmit | oos receive | oos transmit} bit-pattern
no signal pattern {idle receive | idle transmit | oos receive | oos transmit} bit-pattern

構文の説明 ネットワークからのアイドルメッセージを識別するためのシグナリングパター

ン。また、signal sequence oos idle-onlyコマンドまたは signal sequence oos both
コマンドが設定されている状態でネットワークトランクがサービス停止中と

なった場合に、PBXへ送信されるアイドルシグナリングパターンもここで定
義します。

idle receive

PBXからのアイドルメッセージを識別するためのシグナリングパターン。idle transmit

signal sequence oos oos-onlyコマンドまたは signal sequence oos bothコマンド
が設定されている状態でネットワークトランクがサービス停止中となった場合

に、PBXへ送信される OOSシグナリングパターン。

oos receive

PBXからの OOSメッセージを識別するためのシグナリングパターン。oos transmit

ABCDビットパターン。範囲は 0000～ 1111です。bit -pattern

コマンドデフォルト 近端 E&M：（T1の場合）0000または（E1の場合）0001、近端 FXOループス
タート：0101、近端 FXOグラウンドスタート：1111、近端 FXS：0101、近端
MELCAS：1101

idle receive

近端 E&M：0000、近端 FXO：0101、近端 FXSループスタート：0101、近端
FXSグラウンドスタート：1111、近端MELCAS：1101

idle transmit

近端 E&M：1111、近端 FXOループスタート：1111、近端 FXOグラウンドス
タート：0000、近端 FXSループスタート：1111、近端 FXSグラウンドスター
ト：0101、近端MELCAS：1111

oos receive

デフォルトではシグナリングパターンは定義されていません。oos transmit

コマンドモード 音声クラスコンフィギュレーション（config-voice-class）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Cisco MC3810に追加されました。12.0(3)XG

このコマンドが Cisco IOSリリース 12.0(4)Tに統合されました。12.0(4)T
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変更内容リリース

デフォルトのシグナリングパターンが定義されました。12.0(7)XK

このコマンドが Cisco IOSリリース 12.1(2)Tに統合されました。12.1(2)T

このコマンドがCisco 2600シリーズおよびCisco 3600シリーズに導入されました。12.1(3)T

使用上のガイドライン シグナリングパターンを設定する前に、必ずグローバルコンフィギュレーションモードで

voice-class permanentコマンドを使用して、Ciscoトランクまたは FRF.11トランクの音声クラ
スを作成してください。音声クラスを定義付けたら、その音声クラスをダイヤルピアに割り当

てます。

アイドルパターン

ルータがいずれかの方向からアイドルシグナリングパターンを検出すると、アイドル状態が

生成されます。アイドルパターンを一方向（送信または受信）のみに設定した場合は、設定し

た方向のみでアイドル状態を検出することができます。したがって通常は、idle receiveキー
ワードと idle transmitキーワードを両方入力する必要があります。

送信トランクまたは受信トランクがアイドル状態のときに音声パケットを抑制するには、 idle
receiveキーワードと idle transmitキーワードおよび signal timing idle suppress-voiceコマンド
を併用します。

OOSパターン

OOS状態の生成方法は、次の条件によって各方向で異なります。

•ルータがPBXから送信された oos transmitシグナリングパターンを検出した場合は、当該
ルータがその oos transmitシグナリングパターンをネットワークに送信します。

• signal timing oos timeoutタイマーが期限切れになり、ルータがネットワークからシグナリ
ングパケットを受信しなかった（ネットワークが OOS状態である）場合、当該ルータは
PBXに oos receiveシグナリングパターンを送信します。（この場合の oos receiveパター
ンは、ネットワークから受信したシグナリングパケットと照合されません。受信パケット

は、パケット内に AISアラーム表示ビットを設定することにより、OOS状態を直接示し
ます。）

送信トランクまたは受信トランクがOOS状態のときに音声パケットを抑制するには、oosreceive
キーワードと oos transmitキーワードおよび signal timing oos suppress-voiceコマンドを併用し
ます。

送信トランクまたは受信トランクがOOS状態のときに音声パケットおよびシグナリングパケッ
トを抑制するには、oos receiveキーワードと oos transmitキーワードおよび signal timing oos
suppress-allコマンドを併用します。

PBXビジーアウト

ネットワーク接続に失敗した場合に PBXを「ビジーアウト」するには、oos receiveパターン
を捕捉状態（ビジー）に一致するように設定し、signal timing oosタイムアウト値を設定しま
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す。タイムアウト値が期限切れになり、シグナリングパケットを受信しなかった場合、ルータ

が oos receiveパターンを PBXに送信します。

このビジー捕捉パターンは、PBXに OOS状態を示すパターンが指定されていない場合にのみ
使用してください。PBXに特定のOOSパターンが指定されている場合は、代わりにそのパター
ンを使用します。

例 次の例は、グローバルコンフィギュレーションモードで開始し、idle receive状態およ
び idle transmit状態のシグナリングビットパターンを設定したものです。

voice class permanent 10
signal keepalive 3
signal pattern idle receive 0101
signal pattern idle transmit 0101
exit
dial-peer voice 100 vofr
voice-class permanent 10

次の例は、グローバルコンフィギュレーションモードで開始し、out-of-service receive
状態および out-of-service transmit状態のシグナリングビットパターンを設定したもので
す。

voice class permanent 10
signal keepalive 3
signal pattern oos receive 0001
signal pattern oos transmit 0001
exit
dial-peer voice 100 vofr
voice-class permanent 10

次の例は、idle receive状態および idle transmit状態にデフォルトのシグナリングビット
パターンを復元したものです。

voice class permanent 10
signal keepalive 3
signal timing idle suppress-voice
no signal pattern idle receive
no signal pattern idle transmit
exit
dial-peer voice 100 vofr
voice-class permanent 10

次の例は、out-of-service receive状態および out-of-service transmit状態にデフォルト以外
のシグナリングビットパターンを設定したものです。

voice class permanent 10
signal keepalive 3
signal pattern oos receive 0001
signal pattern oos transmit 0001
exit
dial-peer voice 100 vofr
voice-class permanent 10
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関連コマンド 説明コマンド

ダイヤルピアコンフィギュレーションモードを開始して、特

定のダイヤルピアのタイプを指定します。

dial-peer voice

トランクがアイドル状態になってから、音声トラフィックが停

止するまでの時間を指定します。

signal timing idle
suppress-voice

OOSコール状態の信号タイミングパラメータを設定します。signal timing oos

トランクが指定された時間にわたって OOSになった後に、セ
カンダリポートが元のスタンバイ状態に戻るように設定しま

す。

signal timing oos standby

ルータまたはコンセントレータが、PBXから指定された時間に
わたって送信される OOSシグナリングパターンを検出した場
合に、ネットワークに対する音声パケットおよびシグナリング

パケットの送信を停止します。

signal timing oos suppress-all

PBXから指定された時間にわたって送信される OOSシグナリ
ングパターンを検出した場合に、ネットワークに対する音声パ

ケットの送信を停止します。

signal timing oos
suppress-voice

ネットワークから送信されるシグナリングパケットの損失か

ら、OOS状態を開始する時間までの遅延時間を変更します。
signal timing oos timeout

Ciscoトランクまたは FRF.11トランクの音声クラスを作成しま
す。

voice-class permanent

Ciscoトランクまたは FRF.11トランクに設定済みの音声クラス
を、ダイヤルピアに割り当てます。

voice class permanent
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signal sequence oos
遠端のキープアライブメッセージが失われた場合、または遠端からアラーム表示信号（AIS）
を受信した場合に PBXに対して送信されるシグナリングパターンを指定するには、音声クラ
スコンフィギュレーションモードで signal sequence oosコマンドを使用します。デフォルトに
リセットするには、このコマンドの no形式を使用します。

signal sequence oos {no-action | idle-only | oos-only | both}
no signal sequence oos

構文の説明 シグナリングパターンは送信されません。no -action

アイドルシグナリングパターンのみが送信されます。idle -only

アウトオブサービス（OOS）シグナリングパターンのみが送信されます。oos -only

アイドルシグナリングパターンおよび OOSシグナリングパターンの両方が送信
されます。これはデフォルト値です。

both

コマンドデフォルト アイドルシグナリングパターンおよび OOSシグナリングパターンの両方が送信されます。

コマンドモード 音声クラスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Cisco MC3810に追加されました。12.0(7)XK

このコマンドが Cisco IOSリリース 12.1(2)Tに統合されました。12.1(2)T

このコマンドがCisco 2600シリーズおよびCisco 3600シリーズに導入されました。12.1(3)T

使用上のガイドライン 送信されるアイドルシグナリングパターンまたは OOSシグナリングパターンを設定する前
に、必ずグローバルコンフィギュレーションモードで voice class permanentコマンドを使用
して、Ciscoトランクまたは FRF.11トランクの音声クラスを作成してください。音声クラスの
定義付けが完了したら、その音声クラスをダイヤルピアに割り当てます。

signal sequenceoosコマンドを使用して、送信するシグナリングパターンを指定します。デフォ
ルト以外のシグナリングパターンを設定したい場合は、signal pattern idle receiveコマンドまた
は signal pattern oos receiveコマンドを使用すると、シグナリングパターンのビットパターン
を定義できます。

例 次に示す例は、グローバルコンフィギュレーションモードで開始し、音声クラス 10
を定義して、signal sequence oosコマンドでアイドル信号パターンのみが PBXに送信
されるよう設定したうえで、その音声クラス設定を VoFRダイヤルピア 100に適用し
たものです。
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voice-class permanent 10
signal-keepalive 3
signal sequence oos idle-only
signal timing idle suppress-voice
exit
dial-peer voice 100 vofr
voice-class permanent 10
signal-type transparent

関連コマンド 説明コマンド

ダイヤルピアコンフィギュレーションモードを開始して、特定

のダイヤルピアのタイプを指定します。

dial-peer voice

Ciscoトランクおよび FRF.11トランクの ABCDビットパターン
を設定します。

signal pattern

トランクがアイドル状態になってから、ルータが音声パケット

の送信を停止するまでの時間を指定します。

signal timing idle
suppress-voice

トランクが指定された時間にわたって OOSになった後に、
permanent音声接続が切断および再起動されるように設定しま
す。

signal timing oos

トランクが指定された時間にわたって OOSになった後に、ポー
トが元のスタンバイ状態に戻るように設定します。

signal timing oos standby

ルータまたはコンセントレータが、PBXから指定された時間に
わたって送信される OOSシグナリングパターンを検出した場合
に、ネットワークに対する音声パケットおよびシグナリングパ

ケットの送信を停止するように設定します。

signal timing oos suppress-all

ルータまたはコンセントレータが、PBXから指定された時間に
わたって送信される OOSシグナリングパターンを検出した場合
に、ネットワークに対する音声パケットの送信を停止するよう

に設定します。

signal timing oos
suppress-voice

ネットワークから送信されるシグナリングパケットの損失から、

OOS状態を開始する時間までの遅延時間を変更します。
signal timing oos timeout

Ciscoトランクまたは FRF.11トランクの音声クラスを作成しま
す。

voice-class permanent

Ciscoトランクまたは FRF.11トランクに設定済みの音声クラス
を、ダイヤルピアに割り当てます。

voice class permanent
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signal timing idle suppress-voice
コールのアイドル状態における信号タイミングパラメータを設定するには、音声クラスコン

フィギュレーションモードで signal timing idle suppress-voiceコマンドを使用します。デフォ
ルトにリセットするには、このコマンドの no形式を使用します。

signal timing idle suppress-voice seconds [resume-voice [milliseconds]]
no signal timing idle suppress-voice seconds [resume-voice [milliseconds]]

構文の説明 音声トラフィックを停止するまでのアイドル状態の持続時間（秒単位）。範囲

は 0～ 65535です。
seconds

（任意）トランクアクティビティが検出されてから、音声のアクティブなパ

ケット化が再開するまで遅延時間を制御するタイマーを設定します。

resume-voice

（任意）音声再開タイマーの遅延時間（ミリ秒（ms）単位）。範囲は 40～
5000です。デフォルトは 500 msです。

milliseconds

コマンドデフォルト signal timing idle suppress-voiceタイマーは設定されていません。

コマンドモード 音声クラスコンフィギュレーション（config-voice-class）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Cisco MC3810プラットフォームに追加されました。12.0(3)XG

このコマンドが Cisco IOSリリース 12.0(4)Tに統合されました。12.0(4)T

このコマンドが、設定プロセス簡略化のため変更されました。12.0(7)XK

このコマンドが Cisco IOSリリース 12.1(2)Tに統合されました。12.1(2)T

このコマンドが Cisco 2600シリーズおよび Cisco 3600シリーズに導入されまし
た。

12.1(3)T

このコマンドが変更され、resume-voice millisecondsオプションが追加されまし
た。

12.4(15)T10

使用上のガイドライン signal timing idle suppress-voiceタイマーを設定する前に、必ずグローバルコンフィギュレーショ
ンモードで voice class permanentコマンドを使用して、Ciscoトランクまたは FRF.11トランク
の音声クラスを作成してください。次に、音声クラスをダイヤルピアに割り当てる必要があり

ます。

signal timing idle suppress-voiceコマンドは、Ciscoトランクまたは FRF.11トランク接続のダイ
ヤルピアに対して signal-typeコマンドが transparentに設定されている場合に使用します。こ
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のタイマーが期限切れになると、ルータが音声パケットの送信を停止します。シグナリングパ

ケットは引き続き送信されます。

ルータまたはコンセントレータは、トランクのアイドル状態を検出するために、アイドル送信

シグナリングパターンとアイドル受信シグナリングパターンの送信シグナリングおよび受信シ

グナリングの両方を監視します。これらは signal pattern idle transmit コマンドまたは signal
pattern idle receiveコマンドで設定するか、デフォルトのままにしておくことができます。デ
フォルトのアイドル受信パターンは、ローカル音声ポートのアイドルパターンと同じです。デ

フォルトのアイドル送信パターンは、遠端音声ポートのアイドルパターンと同じです。

状況によっては、着信捕捉の検出からオーディオパス開通までの間のデフォルト設定された遅

延時間（500ミリ秒）により、タイミングの問題が発生する場合があります。

この 500ミリ秒の遅延時間中に、近端の発信側 PBXが遠端の PBXから番号再生を開始しても
よいという確認応答をすでに受信済みであるにもかかわらず、オーディオパスがまだ開通して

いない場合、永久トランク上で最初のデュアルトーン多重周波数（DTMF）桁が失われる可能
性があります。

この最初のDTMF桁の損失は、CiscoVoice Gatewayに次のトランク条件が設定されている場合
に発生する可能性があります。

!
voice class permanent 1
signal pattern idle transmit 0000
signal pattern idle receive 0000
signal pattern oos transmit 1111
signal pattern oos receive 1111
signal timing idle suppress-voice 10
!

リリース 12.4(15)T10で、遅延タイマーを変更して待機時間を短縮できるよう、resume-voice
millisecondsオプションが追加されました。着信捕捉の検出からオーディオパス開通までの差が
生じた場合における桁の損失を防止するため、遅延時間を500ミリ秒未満に指定することが推
奨されます。

リリース 12.4(15)T10では show voice trunk-conditioning supervisoryコマンドの出力が変更さ
れ、（signal timing idle suppress-voiceコマンドで設定された）キーワード suppress-voiceおよ
び resume-voiceの各値がそれぞれ「idle = seconds」フィールドおよび「idle_off =milliseconds」
フィールドに表示されるようになりました。

例 次の例は、グローバルコンフィギュレーションモードで開始し、音声クラス 10のア
イドル状態において signal timing idle suppress-voiceタイマーを 5秒に設定したもので
す。

voice class permanent 10
signal keepalive 3
signal pattern idle receive 0101
signal pattern idle transmit 0101
signal timing idle suppress-voice 5
exit
dial-peer voice 100 vofr
voice-class permanent 10
signal-type transparent
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次の例は、音声クラス 10を定義し、アイドル検出時間を 5秒に設定し、トランクでデ
フォルトの送受信アイドル信号パターンを使用するよう設定し、当該音声クラスの設

定を VoFRダイヤルピア 100に適用したものです。

voice class permanent 10
signal keepalive 3
signal timing idle suppress-voice 5
exit
dial-peer voice 100 vofr
voice-class permanent 10
signal-type transparent

関連コマンド 説明コマンド

ダイヤルピアコンフィギュレーションモードを開始して、音

声カプセル化のメソッドを指定します。

dial-peer voice

音声ポートのトランク監視および設定パラメータのステータ

スを表示します。

show voice trunk-conditioning
supervisory

Ciscoトランクおよび FRF.11トランクのキープアライブシグ
ナリングパケットの間隔を設定します。

signal keepalive

Ciscoトランクおよび FRF.11トランクのアイドル状態と OOS
状態を識別する ABCDビットパターンを定義します。

signal pattern

OOS状態の信号タイミングパラメータを設定します。signal timing oos

ダイヤルピアへの接続時に使用するシグナリングタイプを設

定します。

signal-type

Ciscoトランクまたは FRF.11トランクの音声クラスを作成し
ます。

voice-class permanent

Ciscoトランクまたは FRF.11トランクに設定済みの音声クラ
スを、ダイヤルピアに割り当てます。

voice class permanent (dial peer)
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signal timing oos
コールのサービス停止（OOS）状態における信号タイミングパラメータを設定するには、音声
クラスコンフィギュレーションモードで signal timing oosコマンドを使用します。デフォルト
にリセットするには、このコマンドの no形式を使用します。

signal timing oos { restart | standby | suppress-all | suppress-voice | timeout } seconds
no signal timing oos { restart | standby | suppress-all | suppress-voice | timeout } seconds

構文の説明 この時間内にシグナリングパケットが受信されない場合、永久的音声接続が

切断され、再接続が試行されます。

restart

この時間中にシグナリングパケットが受信されなかった場合、セカンダリポー

トは初期スタンバイ状態に戻ります。このオプションは、セカンダリポート

（connection trunk number answer-modeコマンドをで設定されたポート）に
のみ適用されます。

standby

（PBXからネットワークに対する）送信 OOSパターンがここで指定した時
間に一致した場合、ルータが当該ネットワークへのすべてのパケットの送信

を停止します。

suppress -all

（PBXからネットワークに対する）送信 OOSパターンがここで指定した時
間に一致した場合、ルータが当該ネットワークへの音声パケットの送信を停

止しますが、シグナリングパケットは引き続きアラーム表示セット（AIS）と
ともに送信されます。

suppress -voice

ここで指定した時間内にシグナリングパケットが受信されなかった場合、ルー

タは設定された受信 OOSパターンを PBXに送信します。また、当該ルータ
はネットワークに対する音声パケットの送信を停止します。PBXへのビジー
アウトを実行するには、このオプションを使用します。

timeout

上記の各設定で指定する時間（秒単位）。範囲は 0～ 65535です。seconds

コマンドデフォルト 信号タイミングの OOSパターン各種パラメータは設定されていない状態です。

コマンドモード 音声クラスコンフィギュレーション（config-voice-class）

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.0(4)T

使用上のガイドライン 信号タイミング OOSパラメータを設定する前に、必ずグローバルコンフィギュレーション
モードで voice class permanentコマンドを使用して、Ciscoトランクまたは FRF.11トランクの

signal〜 srv version
20

signal〜 srv version
signal timing oos



音声クラスを作成してください。次に、音声クラスをダイヤルピアに割り当てる必要がありま

す。

このコマンドには複数の値を入力できます。オプション suppress-allおよびオプション
suppress-voiceは同時に指定できません。

例 次の例は、グローバルコンフィギュレーションモードで開始し、音声クラス 10の
OOS状態に対して信号タイムアウトパラメータを設定したものです。signal timing oos
timeoutコマンドは 60秒に設定されています。

voice-class permanent 10
signal-keepalive 3
signal pattern oos receive 0001
signal pattern oos transmit 0001
signal timing oos timeout 60
exit
dial-peer voice 100 vofr
voice-class permanent 10

関連コマンド DescriptionCommand

音声ポートの接続モードを指定します。connection

ダイヤルピアコンフィギュレーションモードを開始して、音

声カプセル化のメソッドを指定します。

dial-peer voice

Ciscoトランクおよび FRF.11トランクのキープアライブシグ
ナリングパケットの間隔を設定します。

signal keepalive

Ciscoトランクおよび FRF.11トランクのアイドル状態と oos
状態を識別する ABCDビットパターンを定義します。

signal pattern

コールアイドル状態の信号タイミングパラメータを設定しま

す。

signal timing idle suppress-voice

ダイヤルピアへの接続時に使用するシグナリングタイプを設

定します。

signal-type

Ciscoトランクまたは FRF.11トランクの音声クラスを作成し
ます。

voice class permanent

Ciscoトランクまたは FRF.11トランクに設定済みの音声クラ
スを、ダイヤルピアに割り当てます。

voice-class permanent
(dial-peer)
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signal timing oos restart
トランクが指定された時間にわたってアウトオブサービス（OOS）になった後に、permanent
音声接続が切断および再起動されるように設定するには、音声クラスコンフィギュレーション

モードで signal timing oos restartコマンドを使用します。デフォルトにリセットするには、こ
のコマンドの no形式を使用します。

signal timing oos restart seconds
no signal timing oos restart

構文の説明 再起動の試行までの遅延時間（秒単位）。範囲は 0～ 65535です。デフォルトはあ
りません。

seconds

コマンドデフォルト トランクが OOSになった場合に、再起動は試行されません。

コマンドモード 音声クラスコンフィギュレーション（config-voice-class）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Cisco MC3810に追加されました。12.0(3)XG

このコマンドが Cisco IOSリリース 12.0(4)Tに統合されました。12.0(4)T

このコマンドがCisco 2600シリーズおよびCisco 3600シリーズに導入されました。12.1(3)T

使用上のガイドライン 信号タイミング OOSパラメータを設定する前に、必ずグローバルコンフィギュレーション
モードで voice class permanentコマンドを使用して、Ciscoトランクまたは FRF.11トランクの
音声クラスを作成してください。次に、作成した音声クラスをダイヤルピアに割り当てます。

この signal timing oos restartコマンドは、OOS状態の開始時間を制御する signal timing oos
timeoutコマンドが有効化されている場合にのみ有効です。signal timing oos restartコマンドの
タイマーは、トランクが OOSになるまで開始しません。

例 次の例は、グローバルコンフィギュレーションモードで開始し、音声クラス 10を作
成したうえで、OOS timeout（タイムアウト）時間を60秒に設定し、restart（再起動）
時間を 30秒に設定したものです。

voice-class permanent 10
signal-keepalive 3
signal pattern oos receive 0001
signal pattern oos transmit 0001
signal timing oos timeout 60
signal timing oos restart 30
exit
dial-peer voice 100 vofr
voice-class permanent 10
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関連コマンド 説明コマンド

音声ポートの接続モードを指定します。connection

ダイヤルピアコンフィギュレーションモードを開始して、音

声カプセル化のメソッドを指定します。

dial-peer voice

Ciscoトランクおよび FRF.11トランクのキープアライブシグ
ナリングパケットの間隔を設定します。

signal keepalive

Ciscoトランクおよび FRF.11トランクのアイドル状態と oos
状態を識別する ABCDビットパターンを定義します。

signal pattern

コールアイドル状態の信号タイミングパラメータを設定しま

す。

signal timing idle suppress-voice

ダイヤルピアへの接続時に使用するシグナリングタイプを設

定します。

signal-type

Ciscoトランクまたは FRF.11トランクの音声クラスを作成し
ます。

voice class permanent

Ciscoトランクまたは FRF.11トランクに設定済みの音声クラ
スを、ダイヤルピアに割り当てます。

voice-class permanent
(dial-peer)
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signal timing oos standby
トランクのサービス停止中（OOS）状態が指定時間を超えた場合に、セカンダリポートが初期
スタンバイ状態に戻るよう設定するには、音声クラスコンフィギュレーションモードで signal
timing oos standbyコマンドを使用します。デフォルトにリセットするには、このコマンドの
no形式を使用します。

signal timing oos standby seconds
no signal timing oos standby

構文の説明 遅延時間（秒単位）。この時間中にシグナリングパケットが受信されなかった場

合、セカンダリポートは初期スタンバイ状態に戻ります。範囲は 0～ 65535です。
デフォルトはありません。

seconds

コマンドデフォルト トランクが OOSになった場合、セカンダリポートはスタンバイ状態に戻りません。

コマンドモード 音声クラスコンフィギュレーション（config-voice-class）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Cisco MC3810に追加されました。12.0(3)XG

このコマンドが Cisco IOSリリース 12.0(4)Tに統合されました。12.0(4)T

このコマンドがCisco 2600シリーズおよびCisco 3600シリーズに導入されました。12.1(3)T

使用上のガイドライン 信号タイミング OOSパラメータを設定する前に、必ずグローバルコンフィギュレーション
モードで voice class permanentコマンドを使用して、Ciscoトランクまたは FRF.11トランクの
音声クラスを作成してください。音声クラスの定義付けが完了したら、その音声クラスをダイ

ヤルピアに割り当てます。

指定した遅延時間中にシグナリングパケットが受信されなかった場合、セカンダリポートは初

期スタンバイ状態に戻ります。signal timing oos standbyコマンドは、次の条件の両方に当ては
まる場合にのみ有効です。

• OOS状態の開始時間を制御する signal timing oos timeout コマンドが有効になっている。
signal timing oos standbyコマンドのタイマーは、トランクが OOSになるまで開始しませ
ん。

•当該音声ポートが、connection trunk digits answer-modeコマンドを使用してセカンダリ
ポートとして設定されている。

例 次の例は、グローバルコンフィギュレーションモードで開始し、セカンダリポートと

しての音声ポートの作成、および音声クラス 10の作成を行ったうえで、OOS timeout
時間を 60秒に設定し、return-to-standby時間を 120秒に設定したものです。
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4351-Router #signal timing oos standby ?
<0-65535> Time in seconds

4351-Router #signal timing oos standby

関連コマンド 説明コマンド

音声ポートの接続モードを指定します。connection

ダイヤルピアコンフィギュレーションモードを開始して、音

声カプセル化のメソッドを指定します。

dial-peer voice

Ciscoトランクおよび FRF.11トランクのキープアライブシグ
ナリングパケットの間隔を設定します。

signal keepalive

Ciscoトランクおよび FRF.11トランクのアイドル状態と oos
状態を識別する ABCDビットパターンを定義します。

signal pattern

コールアイドル状態の信号タイミングパラメータを設定しま

す。

signal timing idle suppress-voice

ダイヤルピアへの接続時に使用するシグナリングタイプを設

定します。

signal-type

Ciscoトランクまたは FRF.11トランクの音声クラスを作成し
ます。

voice class permanent

Ciscoトランクまたは FRF.11トランクに設定済みの音声クラ
スを、ダイヤルピアに割り当てます。

voice-class permanent
(dial-peer)
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signal timing oos suppress-all
ルータまたはコンセントレータが、PBXから指定された時間にわたって送信されるサービス停
止中（OOS）送信シグナリングパターンを検出した場合に、ネットワークに対する音声パケッ
トおよびシグナリングパケットの送信を停止するように設定するには、音声クラスコンフィ

ギュレーションモードで signal timing oos suppress-allコマンドを使用します。デフォルトに
リセットするには、このコマンドの no形式を使用します。

signal timing oos suppress-all seconds
no signal timing oos suppress-all

構文の説明 パケット送信を停止するまでの遅延時間（秒単位）。範囲は 0～ 65535です。デ
フォルトはありません。

seconds

コマンドデフォルト ルータまたはコンセントレータは、PBXから送信される OOSシグナリングパターンを検出し
ても、ネットワークに対するパケットの送信を停止しません。

コマンドモード 音声クラスコンフィギュレーション（config-voice-class）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Cisco MC3810に追加されました。12.0(3)XG

このコマンドが Cisco IOSリリース 12.0(4)Tに統合されました。12.0(4)T

このコマンドがCisco 2600シリーズおよびCisco 3600シリーズに導入されました。12.1(3)T

使用上のガイドライン 信号タイミング OOSパラメータを設定する前に、必ずグローバルコンフィギュレーション
モードで voice class permanentコマンドを使用して、Ciscoトランクまたは FRF.11トランクの
音声クラスを作成してください。音声クラスの定義付けが完了したら、その音声クラスをダイ

ヤルピアに割り当てます。

signal timing oos suppress-allコマンドは、signal pattern oos transmitコマンドで OOS送信シグ
ナリングパターンを設定した場合にのみ有効です。（デフォルトでは oos transmitシグナリン
グパターンは設定されていない状態です。）

signal timing oos suppress-allコマンドは、OOS状態の開始時間を制御する signal timing oos
timeoutコマンドが有効になっているかどうかにかかわらず、有効です。signal timing oos
suppress-allコマンドのタイマーは、OOS送信シグナリングパターンが合致するとすぐに開始
します。

例 次の例は、グローバルコンフィギュレーションモードで開始し、音声クラス 10を作
成したうえで、OOS timeout時間を 60秒に設定し、パケット抑制時間を 60秒に設定
したものです。
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voice-class permanent 10
signal-keepalive 3
signal pattern oos receive 0001
signal pattern oos transmit 0001
signal timing oos timeout 60
signal timing oos suppress-all 60
exit
dial-peer voice 100 vofr
voice-class permanent 10

関連コマンド 説明コマンド

音声ポートの接続モードを指定します。connection

ダイヤルピアコンフィギュレーションモードを開始して、音

声カプセル化のメソッドを指定します。

dial-peer voice

Ciscoトランクおよび FRF.11トランクのキープアライブシグ
ナリングパケットの間隔を設定します。

signal keepalive

Ciscoトランクおよび FRF.11トランクのアイドル状態と oos
状態を識別する ABCDビットパターンを定義します。

signal pattern

コールアイドル状態の信号タイミングパラメータを設定しま

す。

signal timing idle suppress-voice

ダイヤルピアへの接続時に使用するシグナリングタイプを設

定します。

signal-type

Ciscoトランクまたは FRF.11トランクの音声クラスを作成し
ます。

voice class permanent

Ciscoトランクまたは FRF.11トランクに設定済みの音声クラ
スを、ダイヤルピアに割り当てます。

voice-class permanent
(dial-peer)
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signal timing oos suppress-voice
ルータまたはコンセントレータが、PBXから指定された時間にわたって送信されるサービス停
止中（OOS）送信シグナリングパターンを検出した場合に、ネットワークに対する音声パケッ
トの送信を停止するように設定するには、音声クラスコンフィギュレーションモードで signal
timingoos suppress-voiceコマンドを使用します。デフォルトにリセットするには、このコマン
ドの no形式を使用します。

signal timing oos suppress-voice seconds
no signal timing oos suppress-voice

構文の説明 音声パケット送信を停止するまでの遅延時間（秒単位）。範囲は 0～ 65535です。
デフォルトはありません。

seconds

コマンドデフォルト ルータまたはコンセントレータは、PBXから送信される OOSシグナリングパターンを検出し
ても、ネットワークに対する音声パケットの送信を停止しません。

コマンドモード 音声クラスコンフィギュレーション（config-voice-class）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Cisco MC3810に追加されました。12.0(3)XG

このコマンドが Cisco IOSリリース 12.0(4)Tに統合されました。12.0(4)T

このコマンドがCisco 2600シリーズおよびCisco 3600シリーズに導入されました。12.1(3)T

使用上のガイドライン 信号タイミング OOSパラメータを設定する前に、必ずグローバルコンフィギュレーション
モードで voice class permanent コマンドを使用して、Ciscoトランクまたは FRF.11トランク
の音声クラスを作成してください。音声クラスの定義付けが完了したら、その音声クラスをダ

イヤルピアに割り当てます。

signal timing oos suppress-voiceコマンドは、signal pattern oos transmitコマンドで OOS送信シ
グナリングパターンを設定した場合にのみ有効です。（デフォルトでは oos transmitシグナリ
ングパターンは設定されていない状態です。）

signal timing oos suppress-voice sコマンドは、OOS状態の開始時間を制御する signal timing oos
timeoutコマンドが有効になっているかどうかにかかわらず、有効です。signal timing oos
suppress-voiceコマンドのタイマーは、OOS送信シグナリングパターンが合致するとすぐに開
始します。

例 次の例は、グローバルコンフィギュレーションモードで開始し、音声クラス 10を作
成したうえで、OOS timeout時間を 60秒に設定し、パケット抑制時間を 60秒に設定
したものです。
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voice-class permanent 10
signal-keepalive 3
signal pattern oos receive 0001
signal pattern oos transmit 0001
signal timing oos timeout 60
signal timing oos suppress-voice 60
exit
dial-peer voice 100 vofr
voice-class permanent 10

関連コマンド 説明コマンド

音声ポートの接続モードを指定します。connection

ダイヤルピアコンフィギュレーションモードを開始して、音

声カプセル化のメソッドを指定します。

dial-peer voice

Ciscoトランクおよび FRF.11トランクのキープアライブシグ
ナリングパケットの間隔を設定します。

signal keepalive

Ciscoトランクおよび FRF.11トランクのアイドル状態と oos
状態を識別する ABCDビットパターンを定義します。

signal pattern

コールアイドル状態の信号タイミングパラメータを設定しま

す。

signal timing idle suppress-voice

ダイヤルピアへの接続時に使用するシグナリングタイプを設

定します。

signal-type

Ciscoトランクまたは FRF.11トランクの音声クラスを作成し
ます。

voice class permanent

Ciscoトランクまたは FRF.11トランクに設定済みの音声クラ
スを、ダイヤルピアに割り当てます。

voice-class permanent
(dial-peer)
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signal timing oos timeout
ネットワークから送信されるシグナリングパケットの損失から、OOS状態を開始する時間まで
の遅延時間を変更するには、音声クラスコンフィギュレーションモードで signal timing oos
timeoutコマンドを使用します。デフォルトにリセットするには、このコマンドのno形式を使
用します。

signal timing oos timeout [{ seconds | disabled}]
no signal timing oos timeout

構文の説明 （任意）シグナリングパケットの損失からOOS状態を開始するまでの遅延期間（秒
単位）。値の範囲は 1～ 65535です。デフォルト値は 30です。

seconds

（任意）パケット損失の検出を無効にします。ネットワークからシグナリングパ

ケットを受信しなかった場合、ルータはPBXに対してOOSパターンを送信せず、
ネットワークに対して音声パケットを送信し続けます。PBXへのビジーアウトを
無効にするには、このオプションを使用します。

disabled

コマンドデフォルト 信号タイミングの OOSパターン各種パラメータは設定されていない状態です。

コマンドモード 音声クラスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Cisco MC3810に追加されました。12.0(3)XG

このコマンドが Cisco IOSリリース 12.0(4)Tに統合されました。12.0(4)T

このコマンドがCisco 2600シリーズおよびCisco 3600シリーズに導入されました。12.1(3)T

使用上のガイドライン 信号タイミング OOSパラメータを設定する前に、必ずグローバルコンフィギュレーション
モードで voice class permanentコマンドを使用して、Ciscoトランクまたは FRF.11トランクの
音声クラスを作成してください。音声クラスの定義付けが完了したら、その音声クラスをダイ

ヤルピアに割り当てます。

signal timing oos timeoutコマンドを使用すると、PBXへのビジーアウトを有効にすることがで
きます。

signal timing oos timeoutコマンドは、signal timing oos restart コマンドおよび signal timing oos
-standbyコマンドの開始時間を制御します。disabledキーワードを指定してこのコマンドを入
力すると、signal timing oos restartコマンドおよび signal timing oos standbyコマンドが無効に
なります。

例 次の例は、グローバルコンフィギュレーションモードで開始し、音声クラス 10を作
成したうえで、OOS timeout時間を 60秒に設定したものです。
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voice-class permanent 10
signal-keepalive 3
signal pattern oos receive 0001
signal pattern oos transmit 0001
signal timing oos timeout 60
exit
dial-peer voice 100 vofr
voice-class permanent 10

関連コマンド 説明コマンド

音声ポートの接続モードを指定します。connection

ダイヤルピアコンフィギュレーションモードを開始して、音

声カプセル化のメソッドを指定します。

dial-peer voice

Ciscoトランクおよび FRF.11トランクのキープアライブシグ
ナリングパケットの間隔を設定します。

signal keepalive

Ciscoトランクおよび FRF.11トランクのアイドル状態と oos
状態を識別する ABCDビットパターンを定義します。

signal pattern

コールアイドル状態の信号タイミングパラメータを設定しま

す。

signal timing idle suppress-voice

ダイヤルピアへの接続時に使用するシグナリングタイプを設

定します。

signal-type

Ciscoトランクまたは FRF.11トランクの音声クラスを作成し
ます。

voice class permanent

Ciscoトランクまたは FRF.11トランクに設定済みの音声クラ
スを、ダイヤルピアに割り当てます。

voice-class permanent
(dial-peer)
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signaling forward
Cisco IOS音声ゲートウェイの Q-signaling（QSIG）、Q.931、H.225、および ISDNユーザー部
（ISUP）メッセージにおける透過的トンネリングの各種グローバル設定を構成するには、音声
サービス VoIP設定モードで signaling forwardコマンドを使用します。ゲートウェイのトンネ
リング設定をデフォルトに戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

Cisco IOS H.323ゲートウェイ
signaling forward {conditional | none | rawmsg | unconditional}
no signaling forward

Cisco IOS SIPゲートウェイ
signaling forward {none | rawmsg | unconditional}
no signaling forward

構文の説明 session targetコマンドで定義されたターゲットによって、H.323ゲートウェイ
でのトンネリングが決定されるよう指定します。これは、H.323ゲートウェイ
でのデフォルト設定です。

キーワード conditionalは、Session Initiation Protocol（SIP）ゲート
ウェイではサポートされていません。SIPゲートウェイのデフォ
ルト設定では、トンネリングは設定されていません（none）。

（注）

conditional

H.323ゲートウェイおよびSIPゲートウェイが、ネットワーク内のエンドポイ
ントに対して Generic Transparency Descriptor（GTD）、QSIGまたは Q.931ペ
イロードを転送しないよう指定します。これは、SIPゲートウェイでのデフォ
ルト設定です。

none

H.323ゲートウェイおよびSIPゲートウェイが、GTDをトンネリングせずに、
H.225、QSIG（application-qsig）または Q.931 rawメッセージ
（application-Xq931）のみをトンネリングするよう指定します。

rawmsg

無条件トンネリングを指定して、接続されている外部ルートサーバーによっ

て GTDペイロードが変更された場合でも、QSIGまたは Q.931メッセージ本
文と一緒にGTDペイロードを転送します。（ゲートキーパーは送信したGTD
を自身に送り返します。）

unconditional

コマンドデフォルト • conditional --メッセージはターゲットに従って転送されます。

•非RAS（登録、許可、状態）ターゲット --元のペイロード（GTDなし）のみがH.323
エンドポイントに転送されます。

•他のすべてのターゲット --GTDペイロードがメッセージ本文と一緒に転送されます。

QSIGメッセージまたは Q.931メッセージの透過的トンネリングは設定されていません。
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コマンドモード 音声サービス VoIPコンフィギュレーション（config-voi-serv）

SIP UAコンフィギュレーション（config-sip-ua）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(11)T

Cisco GTDを使用する SIP公衆電話交換網（PSTN）トランスポートが
サポート対象に追加されました。

12.3(1)

サポート対象として、Cisco IOS音声ゲートウェイにおけるQSIGトン
ネリングを使用した SIP経由エンドツーエンドのリリースメッセージ
伝送およびリリース COMPLETEメッセージ伝送が追加されました。

12.4(15)XY

サポート対象として、Cisco IOS音声ゲートウェイにおける SIP経由の
Q.931トンネリングが追加され、SIPを経由した QSIGと Q.931両方の
トンネリングが Cisco Unified Border Element（CUBE）へと拡張されま
した。

CUBEは、旧称Cisco IOSセッションボーダーコントロー
ラ（SBC）またはCiscoマルチサービス IP-to-IPゲートウェ
イです。

（注）

12.4(15)XZ

サポート対象に、Cisco IOS音声ゲートウェイおよび CUBE上におけ
るSIP経由でのQSIGおよびQ.931のトンネリングが追加されました。

12.4(20)T

YANGモデルでのサポートが導入されました。Cisco IOSXECupertino
17.7.1a

使用上のガイドライン このコマンドを使用することにより、H.323音声ゲートウェイおよび SIP音声ゲートウェイ上
でのトンネリング動作を設定できます。ご使用の Ciscoルータ、プラットフォームやネット
ワークによっては、このコマンドを使用することにより、QSIG、Q.931、H.225、ISUPメッセー
ジなどさまざまなメッセージのトンネリング動作を設定できます。ゲートウェイのグローバル

設定を上書きするか、ダイヤルピア単位でトンネリング設定を構成するには、ダイヤルピア音

声コンフィギュレーションモードで signaling forwardコマンドを使用します。

signaling forwardコマンドを使用したトンネリング動作の制御方法に関する詳細については、
次の各セクションに記載されている情報を参照してください。

QSIGおよび Q.931のトンネリング

signaling forwardコマンドをサポートしている各種 Cisco IOSゲートウェイプラットフォーム
では、H.323ゲートウェイにおける QSIGおよび Q.931のトンネリングはデフォルトで有効に
なっています。ただし SIPゲートウェイにおける QSIGおよび Q.931のトンネリングを有効に
するには、イングレス（すなわち発信ゲートウェイ（OGW））とエグレス（すなわち終端ゲー
トウェイ（TGW））の両方に少なくとも1つのインターフェイスを設定する必要があります。
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signaling forwardでの設定に加えて、SIPネットワーク上または H.323ネットワーク上の OGW
と TGWの両方に設定されている ISDNインターフェイスで、QSIGまたはQ.931をセントラル
オフィススイッチタイプとして指定する必要があります。スイッチタイプの有効化および指

定を行うには、isdn switch-typeコマンドを使用します。

• QSIGメッセージをトンネリングする場合は、スイッチタイプを primary-qsigに指定しま
す。

• Q.931メッセージをトンネリングする場合は、primary-qsigおよび primary-dpness以外の
任意の ISDNスイッチタイプを指定できます。

Cisco IOSSIPゲートウェイでは、Q.931のトンネリングにおいてスイッチタイプprimary-dpness
がサポートされていません。

（注）

次の表に、ゲートウェイの音声クラスと構成設定によって決定付けられるQSIGトンネリング
および Q.931トンネリングの動作を示します。

表 1 :各音声クラスと Signaling Forwardの設定に基づく QSIGトンネリング動作

SIPゲートウェイH.323ゲートウェイSignaling Forwardの設
定

サポートされていません。デフォルト。conditional、または設
定が指定されていな

い場合

トンネリングは行われません。QSIGメッセージ本文または Q.931
メッセージ本文と一緒に GTDペイ
ロードをトンネリングします。

session target non-ras

トンネリングは行われません。QSIGメッセージ本文または Q.931
メッセージ本文のみをトンネリング

します。

session target ras

トンネリングは行われません。トンネリングは行われません。none

QSIGメッセージ本文または
Q.931メッセージ本文のみをト
ンネリングします。

QSIGメッセージ本文または Q.931
メッセージ本文のみをトンネリング

します。

rawmsg

QSIGメッセージ本文または
Q.931メッセージ本文と一緒に
GTDペイロードをトンネリング
します。

QSIGメッセージ本文または Q.931
メッセージ本文と一緒に GTDペイ
ロードをトンネリングします。

unconditional

H.323を介した SS7 ISUPトンネリングおよび H.225トンネリング
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ISUPは、PSTN経由で音声コールとデータコールを伝送するトランク回線を設定、管理および
解放するために使用するプロトコルならびに手順を定義します。ISUPは、ISDNコールと非
ISDNコールの両方で使用されるとともに、ネットワークの入力側での ISDNまたは ISUPのバ
リアントは一切考慮されず、ネットワークの出力側でプロトコルに基づいて再構築されます。

ISDN（H.225）情報または ISUP情報がテキスト形式で提供されるよう指定した場合は、ルー
トサーバーなどのコアH.323ネットワーク内のアプリケーションも、ルーティング決定時にこ
の ISDN情報および ISUP情報を一部使用することができるようになります。さらに、GTPに
カプセル化されている ISUPの転送では、H.323プロトコルとの互換性が維持されます。

ターゲットをRASターゲットとする非GTDシグナリングペイロードの場合は、元のペイロー
ドが転送されます。GTDシグナリングペイロードの場合、当該ペイロードはアドミッション
要求（ARQ）メッセージ/解放要求（DRQ）メッセージ内にカプセル化されて、発信ゲートキー
パーに送信されます。ゲートキーパーは、当該ペイロードを Gatekeeper Transaction Message
Protocol（GKTMP）および外部ルートサーバーに渡して、ISUP GTDパラメータに基づいた柔
軟なルート決定を行います。その後ゲートウェイは、ルートサーバーからの指示に基づいて、

GTDペイロードを条件付き転送します。

ISUP GTDをトンネリングするには、OGWと TGWの両方において、SS7 ISUPメッセージを
GTD形式でカプセル化するよう設定する必要があります。

isdn switch-type設定で primary-qsigを指定した場合は、isdn protocol-emulateコマンドを使用
してネットワーク側機能を（グローバルレベルまたはダイヤルピア別に）割り当てる必要があ

ります。

（注）

例 次の例では、signal forwardingをグローバルレベルで unconditional（無条件）に指定し
て、GTDペイロードが H.323または SIP経由でエンドポイントまでトンネリングする
よう設定されています。

Router> enable
Router# configure
terminal
Router(config)# voice service voip
Router(conf-voi-serv)# signaling forward unconditional

次の例は、showrunning-configコマンドで、ルータの signal forwardingをグローバルに
SIP経由かつ unconditional（無条件）に設定した場合の出力例です。

Router# show running-config
Building configuration...
Building configuration...
Current configuration : 2357 bytes
!
version 12.4
service timestamps debug datetime msec
service timestamps log datetime msec
no service password-encryption
!
!
!
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.

.
!
voice service voip
signaling forward unconditional
sip
!
.
.

次の例は、show running-configコマンドで、ルータの signal forwardingをグローバルに
H.323経由かつ unconditional（無条件）に設定した場合の出力例です。

Router# show running-config
Building configuration...
Current configuration : 4201 bytes
!
version 12.2
service config
no service single-slot-reload-enable
no service pad
service timestamps debug uptime
service timestamps log uptime
no service password-encryption
service internal
service udp-small-servers
!
hostname as5300-2
!
no logging buffered
logging rate-limit console 10 except errors
aaa new-model
!
.
.
.
!
voice service voip
signaling forward unconditional
h323
!
.
.
.

関連コマンド ルータでCLID用のネットワーク番号を設定し、そのネットワー
ク番号を発信側番号として使用します。

clid network-number

CLIDによって発信側番号が表示されないようにします。clid restrict

第 2ネットワーク番号が CLID情報と一緒に送信されないよう
にします。

clid second-number strip

音声ネットワークを介したリリースメッセージおよびリリース

Completeメッセージ経路の許可設定を行います。
isdn global-disconnect

PRI Net5または PRI NTTスイッチタイプの ISDN設定のネット
ワーク側エミュレーションを有効にします。

isdn protocol-emulate
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BRI音声ポートまたは PRIでレイヤ 2およびレイヤ 3のポート
プロトコルを設定し、NT（ネットワーク）機能もしくは TE
（ユーザー）機能をエミュレートさせます。

isdn protocol-emulate (dial)

ISDN BRIのセントラルオフィススイッチタイプを指定しま
す。

isdn switch-type (BRI)

セントラルオフィススイッチタイプを指定するか、ISDN PRI
におけるQSIGシグナリングまたはQ.931シグナリングのサポー
トを有効化します。

isdn switch-type (PRI)

ダイヤルピアにネットワーク固有のアドレスを指定します。session target

R2ベースの E1 CASネットワークで、GTDを使用した R2透過
性を設定します。（SIPには適用されません。）

signal-end-to-end

SIPゲートウェイまたはH.323ゲートウェイで、特定ダイヤルピ
アを経由した QSIG、Q.931、H.225、ISUPメッセージのトンネ
リングを指定します。

signaling forward (dial-peer)
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signaling forward（ダイヤルピア）
個別のダイヤルピアを経由する Q-signaling（QSIG）、Q.931、H.225および ISDNユーザー部
（ISUP）メッセージにおける透過的トンネリングの各種設定を構成し、その設定によってCisco
IOS音声ゲートウェイ全体に対するグローバル設定を上書きするには、音声サービス VoIP設
定モードで signaling forwardコマンドを使用します。当該ゲートウェイ全体のグローバル設定
に基づいてダイヤルピア単位での透過的トンネリングの動作が決定されるように指定するに

は、このコマンドの no形式を使用します。

Cisco IOS H.323ダイヤルピア
signaling forward {conditional | none | rawmsg | unconditional}
no signaling forward

Cisco IOS SIPダイヤルピア
signaling forward {none | rawmsg | unconditional}
no signaling forward

構文の説明 ゲートウェイに対するグローバル設定を上書きし、H.323ダイヤルピアでのト
ンネリングがターゲットによって決定されるよう指定します。（ターゲットの

定義は、session targetコマンドを使用して行えます。）H.323ダイヤルピアで
は、ゲートウェイに対してグローバル設定が構成されていない場合、これがデ

フォルト設定となります。

キーワード conditionalは、Session Initiation Protocol（SIP）ダイヤ
ルピアではサポートされていません。SIPダイヤルピアのデフォル
ト設定では、トンネリングは設定されていません（none）。

（注）

conditional

ゲートウェイに対するグローバル設定を上書きし、当該ダイヤルピアがネット

ワーク内のエンドポイントに対して Generic Transparency Descriptor（GTD）、
QSIGまたは Q.931ペイロードを転送しないよう指定します。SIPダイヤルピ
アでは、これがデフォルト設定です。

none

ゲートウェイに対するグローバル設定を上書きし、当該ダイヤルピアが GTD
をトンネリングせずに、QSIG（application-qsig）または Q.931 rawメッセージ
（application-Xq931）のみをトンネリングするよう指定します。

rawmsg

無条件トンネリングを指定して、接続されている外部ルートサーバーによって

GTDペイロードが変更された場合でも、QSIGまたはQ.931メッセージ本文と
一緒に GTDペイロードを転送します。（ゲートキーパーは送信した GTDを
自身に送り返します。）

unconditional

コマンドデフォルト 当該ゲートウェイでグローバル設定が構成されている場合、ダイヤルピアは、透過的トンネリ

ングにグローバル設定を適用します。ゲートウェイに対してグローバル設定が指定されていな

い場合、ダイヤルピアのデフォルト動作は次のとおりです。
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• conditional --メッセージはターゲットに従って転送されます。

•非RAS（登録、許可、状態）ターゲット --元のペイロード（GTDなし）のみがH.323
エンドポイントに転送されます。

•他のすべてのターゲット --GTDペイロードがメッセージ本文と一緒に転送されます。

QSIGメッセージまたは Q.931メッセージの透過的トンネリングは設定されていません。

コマンドモード ダイヤルピア音声コンフィギュレーション（config-dial-peer）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Cisco AS5350および Cisco AS5850に導入されました。12.2(11)T

サポート対象として、Cisco IOS音声ゲートウェイにおけるQSIGトンネリングを
使用した SIP経由エンドツーエンドのリリースメッセージ伝送およびリリース
COMPLETEメッセージ伝送が追加されました。

12.4(15)XY

サポート対象として、Cisco IOS音声ゲートウェイにおける SIP経由の Q.931ト
ンネリングが追加され、SIPを経由した QSIGと Q.931両方のトンネリングが
Cisco Unified Border Element（CUBE）へと拡張されました。

CUBEは、旧称Cisco IOSセッションボーダーコントローラ（SBC）
または Ciscoマルチサービス IP-to-IPゲートウェイです。

（注）

12.4(15)XZ

サポート対象に、Cisco IOS音声ゲートウェイおよび CUBE上における SIP経由
での QSIGおよび Q.931のトンネリングが追加されました。

12.4(20)T

使用上のガイドライン このコマンドを使用することにより、H.323音声ゲートウェイおよび SIP音声ゲートウェイ上
で各ダイヤルピアのトンネリング動作を設定できます。ご使用のCiscoルータ、プラットフォー
ムやネットワークによっては、このコマンドを使用することにより、QSIG、Q.931、H.225、
ISUPメッセージなどさまざまなメッセージのトンネリング動作を設定できます。ゲートウェ
イに対するグローバル設定を構成するには、音声サービス VoIPコンフィギュレーションモー
ドで signaling forwardコマンドを使用します。

signaling forwardコマンドを使用したトンネリング動作の制御方法に関する詳細については、
次の各セクションに記載されている情報を参照してください。

QSIGおよび Q.931のトンネリング

signaling forwardコマンドをサポートしている各種 Cisco IOSゲートウェイプラットフォーム
では、H.323ゲートウェイにおける QSIGおよび Q.931のトンネリングはデフォルトで有効に
なっています。ただし SIPゲートウェイにおける QSIGおよび Q.931のトンネリングを有効に
するには、イングレス（すなわち発信ゲートウェイ（OGW））とエグレス（すなわち終端ゲー
トウェイ（TGW））の両方に少なくとも1つのインターフェイスを設定する必要があります。

signaling forwardでの設定に加えて、SIPネットワーク上または H.323ネットワーク上の OGW
と TGWの両方に設定されている ISDNインターフェイスで、QSIGまたはQ.931をセントラル
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オフィススイッチタイプとして指定する必要があります。スイッチタイプの有効化および指

定を行うには、isdn switch-typeコマンドを使用します。

• QSIGメッセージをトンネリングする場合は、スイッチタイプを primary-qsigに指定しま
す。

• Q.931メッセージをトンネリングする場合は、primary-qsigおよび primary-dpness以外の
任意の ISDNスイッチタイプを指定できます。

Cisco IOSSIPゲートウェイでは、Q.931のトンネリングにおいてスイッチタイプprimary-dpness
がサポートされていません。

（注）

ゲートウェイの音声クラスと構成設定によって決定付けられるQSIGトンネリングおよびQ.931
トンネリングの動作を示します。

表 2 :各音声クラスと Signaling Forwardの設定に基づく QSIGトンネリング動作

SIPゲートウェイH.323ゲートウェイSignaling Forwardの設
定

サポートされていません。デフォルト。conditional、または設
定が指定されていな

い場合

トンネリングは行われません。QSIGメッセージ本文または Q.931
メッセージ本文と一緒に GTDペイ
ロードをトンネリングします。

session target non-ras

トンネリングは行われません。QSIGメッセージ本文または Q.931
メッセージ本文のみをトンネリング

します。

session target ras

トンネリングは行われません。トンネリングは行われません。none

QSIGメッセージ本文または
Q.931メッセージ本文のみをト
ンネリングします。

QSIGメッセージ本文または Q.931
メッセージ本文のみをトンネリング

します。

rawmsg

QSIGメッセージ本文または
Q.931メッセージ本文と一緒に
GTDペイロードをトンネリング
します。

QSIGメッセージ本文または Q.931
メッセージ本文と一緒に GTDペイ
ロードをトンネリングします。

unconditional

H.323を介した SS7 ISUPトンネリングおよび H.225トンネリング

ISUPは、公衆電話交換網（PSTN）経由で音声コールとデータコールを伝送するトランク回線
を設定、管理および解放するために使用するプロトコルならびに手順を定義します。ISUPは、
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ISDNコールと非 ISDNコールの両方で使用されるとともに、ネットワークの入力側での ISDN
または ISUPのバリアントは一切考慮されず、ネットワークの出力側でプロトコルに基づいて
再構築されます。

ISDN（H.225）情報または ISUP情報がテキスト形式で提供されるよう指定した場合は、ルー
トサーバーなどのコアH.323ネットワーク内のアプリケーションも、ルーティング決定時にこ
の ISDN情報および ISUP情報を一部使用することができるようになります。さらに、GTPに
カプセル化されている ISUPの転送では、H.323プロトコルとの互換性が維持されます。

ターゲットをRASターゲットとする非GTDシグナリングペイロードの場合は、元のペイロー
ドが転送されます。GTDシグナリングペイロードの場合、当該ペイロードはアドミッション
要求（ARQ）メッセージ/解放要求（DRQ）メッセージ内にカプセル化されて、発信ゲートキー
パーに送信されます。ゲートキーパーは、当該ペイロードを Gatekeeper Transaction Message
Protocol（GKTMP）および外部ルートサーバーに渡して、ISUP GTDパラメータに基づいた柔
軟なルート決定を行います。その後ゲートウェイは、ルートサーバーからの指示に基づいて、

GTDペイロードを条件付き転送します。

ISUPGTDをトンネリングするには、OGWとTGWの両方のダイヤルピアにおいて、SS7 ISUP
メッセージを GTD形式でカプセル化するよう設定する必要があります。

isdn switch-type設定で primary-qsigを指定した場合は、isdn protocol-emulateコマンドを使用
してネットワーク側機能を（グローバルレベルまたはダイヤルピア別に）割り当てる必要があ

ります。

（注）

例 次の例は、SIPダイヤルピアに設定されている無条件信号転送を示しています（Cisco
IOS音声ゲートウェイのグローバル設定を上書きします）。

Router> enable
Router# configure
terminal
Router(config)# dial-peer
voice 1
Router(config-dial-peer)# signaling forward unconditional
Router(config-dial-peer)# session protocol sipv2

次の例は、SIPダイヤルピアが無条件信号転送で設定されている場合の show
running-configコマンドの出力例です。

Router# show running-config
Building configuration...
Current configuration : 2357 bytes
!
version 12.4
service timestamps debug datetime msec
service timestamps log datetime msec
no service password-encryption
!
!
boot-start-marker
no boot startup-test
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boot-end-marker
.
.
.
!
dial-peer voice 101 voip
signaling forward unconditional
session protocol sipv2
session target ipv4:9.13.19.114
incoming called-number 8000
codec g711ulaw
!
.

出力中の「session protocol sipv2」は、これが SIPダイヤルピアであることを示してい
ます。

（注）

次の例は、H.323ダイヤルピアに設定されている無条件信号転送を示しています（Cisco
IOS音声ゲートウェイのグローバル設定を上書きします）。

Router> enable
Router# configure
terminal
Router(config)# dial-peer
voice 1
Router(config-dial-peer)# signaling forward unconditional

次の例は、H.323ダイヤルピアが無条件信号転送で設定されている場合の show
running-configコマンドの出力例です。

Router# show running-config
Building configuration...
Current configuration : 2357 bytes
!
version 12.4
service timestamps debug datetime msec
service timestamps log datetime msec
no service password-encryption
!
!
boot-start-marker
no boot startup-test
boot-end-marker
.
.
.
!
dial-peer voice 101 voip
signaling forward unconditional
session target ipv4:9.13.19.114
incoming called-number 8000
codec g711ulaw
!
.
.
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出力中に「session protocol sipv2」が表示されていないことから、これが H.323ダイヤ
ルピアであることが示されています。

（注）

関連コマンド ルータでCLID用のネットワーク番号を設定し、そのネットワー
ク番号を発信側番号として使用します。

clid network-number

CLIDによって発信側番号が表示されないようにします。clid restrict

第2ネットワーク番号がCLID情報と一緒に送信されないように
します。

clid second-number strip

音声ネットワークを介したリリースメッセージおよびリリース

Completeメッセージ経路の許可設定を行います。
isdn global-disconnect

PRI Net5または PRI NTTスイッチタイプの ISDN設定のネット
ワーク側エミュレーションを有効にします。

isdn protocol-emulate

BRI音声ポートまたは PRIでレイヤ 2およびレイヤ 3のポート
プロトコルを設定し、NT（ネットワーク）機能もしくはTE（ユー
ザー）機能をエミュレートさせます。

isdn protocol-emulate (dial)

ISDNBRIのセントラルオフィススイッチタイプを指定します。isdn switch-type (BRI)

セントラルオフィススイッチタイプを指定するか、ISDN PRI
におけるQSIGシグナリングまたはQ.931シグナリングのサポー
トを有効化します。

isdn switch-type (PRI)

パケットネットワークを介したローカルルータとリモートルー

タ間におけるコールのセッションプロトコルを、ダイヤルピア

ごとに指定します。

session protocol (dial peer)

ダイヤルピアにネットワーク固有のアドレスを指定します。session target

R2ベースの E1 CASネットワークで、GTDを使用した R2透過
性を設定します。（SIPには適用されません。）

signal-end-to-end

SIPゲートウェイまたは H.323ゲートウェイ上における QSIG、
Q.931、H.225、ISUPメッセージのトンネリングをグローバルに
指定します。

signaling forward
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signal-type
ダイヤルピアへの接続時に使用するシグナリングタイプを設定するには、ダイヤルピアコン

フィギュレーションモードで signal-typeコマンドを使用します。デフォルトにリセットする
には、このコマンドの no形式を使用します。

signal-type {cas | cept | ext-signal | transparent}
no signal-type

構文の説明 北米 EIA-464個別線信号方式（robbedビットシグナリング）。デジタル T1パ
ケット音声トランクネットワークモジュールがインストールされている場合、

このオプションは使用できない場合があります。

cas

基本的な E1 ABCDシグナリングプロトコルを提供します。主に E&Mインター
フェイスに使用されます。FXS/FXOインターフェイスで使用する場合、このプ
ロトコルはMELCASと同等です。

cept

外部シグナリング。デジタルシグナルプロセッサ（DSP）では、シグナリング
フレームは一切生成されません。このオプションは、CCSなどの外部シグナリ
ングチャネルがある場合、または恒久「ダム」音声パイプが必要な場合に使用

します。

ext -signal

このオプションを選択した場合、デジタル音声モジュール（DVM）とアナログ
音声モジュール（AVM）のどちらを使用しているかによって、得られる結果が
異なります。

DVMを使用している場合、ABCDシグナリングビットは、変更や解釈されるこ
となく「透過的に」T1/E1インターフェイスからコピーされるか、T1/E1イン
ターフェイス経由で転送されます。これにより、任意または未知のシグナリン

グプロトコルを処理することが可能になります。

AVMを使用している場合、アナログハードウェアが正しい状態で読み取りおよ
び書き込みできるようにするためのシグナリング情報の解釈を介さずに、「透

過的な」動作は得られません。このオプションは、casと一致するようにマップ
されています。

transparent

コマンドデフォルト cas

コマンドモード ダイヤルピアコンフィギュレーション（config-dial-peer）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドがCisco 2600、Cisco 3600、およびCiscoMC3810に導入されました。12.0(3)XG

このコマンドが Cisco 7200シリーズに導入されました。12.0(4)T
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変更内容リリース

以前はCiscoMC3810でのみサポートされていたキーワード ceptおよび transparent
が、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、および 7200シリーズでサポート
されるようになりました。

12.0(7)XK

このコマンドが Cisco IOSリリース 12.1(2)Tに統合されました。12.1(2)T

使用上のガイドライン このコマンドは、Voice over FrameRelay（VoFR）ダイヤルピアおよびVoice overATM（VoATM）
ダイヤルピアに適用され、回線交換コールではない固定接続（Ciscoトランクおよび FRF.11ト
ランク）にのみ使用されます。

このコマンドを使用すると、ローカルテレフォニーインターフェイスに対して、遠端のダイ

ヤルピアから受信すると予想されるシグナリングタイプが通知されます。このダイヤルピアで

シグナリングをオフにするには、ext-signalオプションを選択します。シグナリングがオフに
なっていて、かつ外部シグナリングチャネルがない場合は、「ホット」ラインが存在するた

め、このダイヤルピアは遠端にある任意のチャネルに接続できるようになります。

FXSを別の FXSに接続する場合、または FXS/FXOペアまたは E&M/E&Mペア以外のものが
存在する場合において、Cisco 2600シリーズルータおよび Cisco 3600シリーズルータで使用
できる適切なシグナリングタイプは ext-signal（無効化）です。

リモートエンドに cept/MELCASシグナリングを実行中のデジタルE1接続があり、この接続を
アナログポートまでトランキングする場合は、必ず両端のシグナリングタイプを ceptに設定
する必要があります。

両端が T1接続または E1接続であり、かつ当該 T1/E1が EIA-464または cept/MELCASのいず
れでもないシグナリングプロトコルを実行中の場合は、シグナリングのパススルーを可能にす

るため、信号タイプを transparentオプションに設定することもできます。

例 次の例は、VoFRダイヤルピア 200のシグナリングを無効にしたものです。

dial-peer voice 200 vofr
signal-type ext-signal
exit

関連コマンド 説明コマンド

ダイヤルピアに対する音声の音声コーダレートを指定します。codec (dial-peer)

音声ポートの接続モードを指定します。connection

ダイヤルピアに関連付けられた電話番号を指定します。destination-pattern

DSPがダイヤルピアの FRF.11 Annex Aフレームを生成できるようにし
ます。

dtmf-relay

ハントグループ内の複数のダイヤルピアがダイヤル文字列に一致した場

合、優先するダイヤルピアが選択される設定を有効にします。

preference
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説明コマンド

DSPによって生成される各フレームでシーケンス番号の生成を有効化し
ます。

sequence-numbers

ローカルルータとリモートルータ間のコールで使用する VoFRプロトコ
ルを確立します。

session protocol

ダイヤルピアにネットワーク固有のアドレスを指定します。session target
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silent-discard untrusted
着信 SIPトランクで信頼されないソースからの SIP要求を破棄するには、「voice service voip
>> sip」コンフィギュレーションモードで silent-discard untrusted コマンドを使用します。無
効化するには、このコマンドの no形式を使用します。

silent-discard untrusted
no silent-discard untrusted

コマンドデフォルト このコマンドは、デフォルトで有効になっています。信頼されないソースからのSIP要求は破
棄されます。

コマンドモード voice service voip >> sip

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE 3.10S

Cisco IOS 15.3(3)M

YANGモデルでのサポートが導入されました。Cisco IOSXECupertino 17.7.1a

使用上のガイドライン このコマンドを使用すると、TDoS攻撃の緩和を有効化できます。

例

次の例は、CUBEにおいて着信 SIPトランクで信頼されないソースからの SIP要求を
破棄する設定を行う方法を示しています。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# voice service voip
Device(conf-voi-serv)# ip address trusted authenticate
Device(conf-voi-serv)# allow-connections sip to sip
Device(conf-voi-serv)# sip
Device(conf-serv-sip)# silent-discard untrusted
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silent-fax
タイプ2のサイレントファクス機の音声ダイヤルピアを設定するには、ダイヤルピアコンフィ
ギュレーションモードで silent-faxコマンドを使用します。POTSポートに対するサイレント
ファクスコールを無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

silent-fax
no silent-fax

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト サイレントファクスは設定されていない状態です。

コマンドモード ダイヤルピアコンフィギュレーション（config-dial-peer）

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドがCisco 803、Cisco 804、およびCisco 813に導入されました。12.2(8)T

使用上のガイドライン このコマンドを使用すると、指定した POTSポートのいずれかに接続されているタイプ 2のサ
イレントファクス機に対して、ルータが呼出音なしのアラートトーンを送信するよう設定でき

ます。サイレントファクスの設定ステータスを確認するには、showrunning-configコマンドを
使用します。

例 次の例は、POTSポート 1に対しては silent-faxコマンドが設定されている一方で、
POTSポート 2には設定されていないことを示しています。

dial-peer voice 1 pots
destination-pattern 5551111
port 1
no call-waiting
ring 0
volume 4
caller-number 3334444 ring 1
subaddress 20
silent-fax
dial-peer voice 2 pots
destination-pattern 5552222
port 2
no call-waiting
ring 0
volume 2
caller-number 3214567 ring 2
subaddress 10
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関連コマンド 説明コマンド

現在実行されている構成ファイル、または特定のクラスマップ、イン

ターフェイス、マップクラス、ポリシーマップ、VCクラスの構成内容
を表示します。

show running-config

signal〜 srv version
49

signal〜 srv version
silent-fax



sip
Session Initiation Protocol（SIP）コンフィギュレーションモードを開始するには、音声サービ
ス VoIPコンフィギュレーションモードで sipコマンドを使用します。

sip

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 音声サービス VoIPコンフィギュレーション（config-voi-srv）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、Cisco
7200シリーズ、CiscoAS5300、CiscoAS5350、CiscoAS5400のプラッ
トフォームに導入されました。

12.2(2)XB

このコマンドがCisco AS5850プラットフォームに導入されました。12.2(2)XB2

このコマンドは Cisco IOSリリース 12.2(8)Tに統合され、Cisco 3700
シリーズ用にサポートが追加されました。Cisco AS5300、Cisco
AS5350、Cisco AS5850、Cisco AS5400のプラットフォームは、この
リリースではサポートされていませんでした。

12.2(8)T

Cisco AS5300、Cisco AS5350、Cisco AS5400、Cisco AS5850の各プ
ラットフォームに対するサポートが追加されました。

12.2(11)T

このコマンドが、Cisco IOSリリース 12.2(33)XNEに統合されまし
た。

12.2(33)XNE

YANGモデルでのサポートが導入されました。Cisco IOSXEAmsterdam
17.2.1r

使用上のガイドライン 音声サービスVoIPコンフィギュレーションモードで sipコマンドを使用すると、SIPコンフィ
ギュレーションモードを開始できます。このモードでは、bind、session transportやurlなど、
いくつかの SIPコマンドを使用できます。

例 次の例は、SIPコンフィギュレーションモードを開始してから、SIPネットワークに
bindコマンドを設定する方法を示したものです。

Router(config)# voice service voip
Router(config-voi-srv)# sip
Router(conf-serv-sip)# bind control source-interface FastEthernet 0

signal〜 srv version
50

signal〜 srv version
sip



関連コマンド 説明コマンド

音声サービスコンフィギュレーションモードを開始します。voice service voip

音声ダイヤルピアで使用するSIPメッセージの基本トランスポート層プロ
トコルを、TransmissionControl Protocol（TCP）またはUserDatagramProtocol
（UDP）に設定します。

session transport
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sip-header
ピアコールレッグに送信される Session Initiation Protocol（SIP）ヘッダーを指定するには、音
声クラスコンフィギュレーションモードで sip-headerコマンドを使用します。この設定を無
効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

sip-header {sip-req-uriheader-name}
no sip-header {sip-req-uriheader-name}

構文の説明 Cisco Unified Border Element（UBE）が SIP要求の Uniform Resource Identifier
（URI）をピアコールレッグに送信するよう設定します。

sip-req-uri

ピアコールレッグに送信するヘッダーの名前。header-name

コマンドデフォルト SIPヘッダーはピアコールレッグには送信されません。

コマンドモード 音声クラス設定（config-class）

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.1(3)T

使用上のガイドライン sip-headerコマンドを使用すると、Cisco UBEで、必須ヘッダーに含まれているサポートされ
ていないパラメータをCiscoUBE内のあるピアコールレッグから別のピアコールレッグへと転
送するように設定できます。

例 次の例は、「From」ヘッダーをピアコールレッグに送信するための Cisco UBEの設定
方法を示しています。

Router(config)# voice class sip-copylist 2
Router(config-class)# sip-header From

関連コマンド 説明コマンド

ピアコールレッグに送信するエンティティリストを設定し、音声クラ

スコンフィギュレーションモードを開始します。

voice class sip-copylist
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sip-header SIP-StatusLine
Session Initiation Protocol（SIP）ステータスラインヘッダーが必ずピアコールレッグに送信され
るよう指定するには、音声クラスコンフィギュレーションモードで sip-header SIP-StatusLine
コマンドを使用します。この設定を無効にするには、コマンドの no形式を使用します。

sip-header SIP-StatusLine
no sip-header SIP-StatusLine

構文の説明 このコマンドにはキーワードまたは引数はありません。

コマンドデフォルト SIPステータスラインヘッダーは、ピアコールレッグに送信されません。

コマンドモード 音声クラス設定（config-class）

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.4(1)T

使用上のガイドライン sip-header SIP-StatusLineコマンドで SIPステータスラインヘッダーを必ずピアコールレッグ
に送信するよう指定する前に、voice class sip-copylistコマンドを使用してピアコールレッグに
送信されるエンティティのリストを設定する必要があります。

例

次の例は、sip-header SIP-StatusLineコマンドを使用して SIPステータスラインヘッ
ダーが必ずピアコールレッグに送信されるよう指定する方法を示しています。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# voice class sip-copylist 1
Device(config-class)# sip-header SIP-StatusLine

関連コマンド 説明コマンド

ピアコールレッグに送信されるエンティティのリストを設定します。voice class sip-copylist
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sip-server
Session Initiation Protocol（SIP）サーバーインターフェイスのネットワークアドレスを設定する
には、SIPユーザーエージェントコンフィギュレーションモードまたは音声クラステナント
コンフィギュレーションモードで sip-serverコマンドを使用します。SIPに設定したネットワー
クアドレスを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

sip-server {dns:host-name | ipv4:ipv4-address[:port-num] | ipv6-address :port-num ipv6:[]}
no sip-server

構文の説明 グローバル SIPサーバーインターフェイスをドメインネームシステム
（DNS）ホスト名に設定します。ホスト名を指定した場合は、ipname-server
コマンドで定義されているデフォルトの DNSが使用されます。ホスト名
の入力は任意です。

「name.gateway.xyz」形式の有効な DNSホスト名。

dns:host-name

グローバルSIPサーバーインターフェイスを IPv4アドレスに設定します。
有効な IPv4アドレスの形式は「xxx.xxx.xxx.xxx」です。

ipv4:ipv4-address

グローバルSIPサーバーインターフェイスを IPv6アドレスに設定します。
IPv6アドレスは角括弧で囲む必要があります。

ipv6:ipv6-address

（任意）SIPサーバーのポート番号。:port-num

コマンドデフォルト ネットワークアドレスは設定されていない状態です。

コマンドモード SIPユーザーエージェントコンフィギュレーション（config-sip-ua）

音声クラステナントコンフィギュレーション（config-class）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、およ
び Cisco AS5300に導入されました。

12.1(1)T

このコマンドが Cisco AS5350および Cisco AS5400に導入されま
した。

12.2(2)XA

このコマンドが Cisco AS5850に導入されました。12.2(2)XB1

このコマンドが Cisco 7200シリーズに導入されました。このリ
リースは、Cisco AS5300、Cisco AS5350、Cisco AS5400、および
Cisco AS5850ではサポートされていませんでした。

12.2(8)T
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変更内容リリース

このコマンドがCisco IOSリリース 12.2(11)Tに統合されました。
このコマンドが Cisco AS5300、Cisco AS5350、Cisco AS5400、お
よび Cisco AS5850に導入されました。

12.2(11)T

IPv6のサポートが追加されました。12.4(22)T

このコマンドは、音声クラステナントで使用できるようになりま

した。

15.6(2)Tおよび IOS XE
Denali 16.3.1

YANGモデルでのサポートが導入されました。Cisco IOS XE Cupertino
17.7.1a

使用上のガイドライン また、このコマンドを使用した場合、ダイヤルピアごとに SIPサーバーインターフェイスア
ドレスを繰り返し入力する代わりに、各ダイヤルピアに session target sip-serverコマンドを使
用することができます。SIPサーバーをセッションターゲットとして設定しておくと、ネット
ワーク上にCiscoSIPプロキシサーバー（SPS）が存在する場合に便利です。SPSでは、SIPサー
バーオプションを設定し、関与するダイヤルピアにデフォルトでSPSを使用させることができ
ます。

このコマンドを null値に戻すには、defaultコマンドを使用します。

IPv6アドレスを設定する際は、IPv6アドレスを角括弧 [ ]で囲む必要があります。

例 次の例は、グローバルコンフィギュレーションモードで開始し、グローバル SIPサー
バーインターフェイスをDNSホスト名「3660-2.sip.com」に設定したものです。session
target sip serverコマンドを併用する場合は、個々のダイヤルピアごとに DNSホスト
名を設定する必要はありません。

sip-ua
sip-server dns:3660-2.sip.com
dial-peer voice 29 voip
session target sip-server

次の例は、グローバル SIPサーバーインターフェイスを IPv4アドレスに設定したもの
です。

sip-ua
sip-server ipv4:10.0.2.254

次の例は、グローバル SIPサーバーインターフェイスを IPv6アドレスに設定したもの
です。IPv6アドレスが角括弧で囲まれている点に注意してください。

sip-ua
sip-server ipv6:[2001:0DB8:0:0:8:800:200C:417A]

関連コマンド 説明コマンド

デフォルトの集約キャッシュを有効にします。default
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説明コマンド

名前とアドレスの解決に使用する1つまたは複数のネームサー
バーのアドレスを指定します。

ip name-server

ダイヤルピアにネットワーク固有のアドレスを指定します。session target（VoIPダイヤル
ピア）

ダイヤルピアセッションターゲットに、グローバル SIPサー
バーを使用するよう指示します。

session target sip-server

SIPユーザーエージェントを設定するため、SIPユーザーエー
ジェントコンフィギュレーションモードを開始します。

sip-ua
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sip-ua
Session Initiation Protocol（SIP）ユーザーエージェントコンフィギュレーションコマンドを有
効化するには、グローバルコンフィギュレーションモードで sip-uaコマンドを使用します。
すべてのSIPユーザーエージェントコンフィギュレーションコマンドをデフォルト値にリセッ
トするには、このコマンドの no形式を使用します。

sip-ua
no sip-ua

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト このコマンドが有効になっていない場合、SIPユーザーエージェントコンフィギュレーション
コマンドは入力できません。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、Cisco
AS5300のプラットフォームに導入されました。

12.1(1)T

このコマンドが Cisco AS5350および Cisco AS5400に導入されまし
た。

12.2(2)XA

このコマンドが Cisco AS5850に導入されました。12.2(2)XB1

このコマンドがCisco7200シリーズに導入されました。CiscoAS5300、
CiscoAS5350、CiscoAS5400、およびCiscoAS5850ではサポートされ
ていませんでした。

12.2(8)T

このコマンドが Cisco IOSリリース 12.2(11)Tに統合されました。こ
のリリースは、Cisco AS5300、Cisco AS5350、Cisco AS5400、および
Cisco AS5850でサポートされていました。

12.2(11)T

このコマンドが変更されました。sip-uaコマンドに、SIPユーザー
エージェントコンフィギュレーションモードのコマンド

connection-reuseが追加されました。

15.1(2)T

このコマンドが変更されました。SIPユーザーエージェントコンフィ
ギュレーションモードのコマンド connection-reuseに、via-portオプ
ションが追加されました。

15.2(4)M

YANGモデルでのサポートが導入されました。Cisco IOS XE
Amsterdam 17.2.1r
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使用上のガイドライン このコマンドを使用すると、SIPユーザーエージェントコンフィギュレーションモードを開
始できます。下の表に、SIPユーザーエージェントコンフィギュレーションモードのコマン
ドを示します。

表 3 : SIPユーザーエージェントコンフィギュレーションモードのコマンド一覧

説明コマンド

UDP経由でのリクエストの送信にリスナーポートを使用します。via-port
オプションを使用すると、リクエストを受信したソースポートではなく、

Viaヘッダーにあるポートに対して SIP応答が送信されます。
connection-reuseコマンドは SIPユーザーエージェントコンフィギュレー
ションモードのコマンドであることに注意してください。

connection-reuse

SIPユーザーエージェントコンフィギュレーションモードを終了します。exit

ゲートウェイが SIPメッセージングに基づいてリモートまたはローカルの
リングバックを処理するため、このコマンドは Cisco IOSリリース 12.2か
らサポートされなくなりました。

inband-alerting

リクエストの最大ホップ数を指定します。max-forwards

再試行の SIPシグナリングタイマーを設定します。retry

SIPサーバーインターフェイスを設定します。sip-server

SIPシグナリングタイマーを設定します。timers

SIPユーザーエージェントで、プロトコルSIPユーザーエージェントがポー
ト 5060（デフォルト）でリッスンする TCPまたは UDPによるトランス
ポートを有効化または無効化します。

transport

例 次の例は、SIPユーザーエージェントコンフィギュレーションモードを開始して、
SIPユーザーエージェントを設定する方法を示しています。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# sip-ua
Device(config-sip-ua)# retry invite 2
Device(config-sip-ua)# retry response 2
Device(config-sip-ua)# retry bye 2
Device(config-sip-ua)# retry cancel 2
Device(config-sip-ua)# sip-server ipv4:192.0.2.1
Device(config-sip-ua)# timers invite-wait-100 500
Device(config-sip-ua)# exit
Device#

関連コマンド 説明コマンド

SIPユーザーエージェントコンフィギュレーションモードを終了します。exit
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説明コマンド

リクエストの最大ホップ数を指定します。max-forwards

SIPメッセージの再試行を設定します。retry

SIPの再試行、タイマーおよびリスナーの現在のステータスについての統計
情報を表示します。

show sip-ua

SIPサーバーインターフェイスを設定します。sip-server

SIPシグナリングタイマーを設定します。timers

SIPユーザーエージェント（ゲートウェイ）で、SIPの TCPソケットまたは
UDPソケットを介した着信コールでの SIPシグナリングメッセージを設定し
ます。

transport
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sni send（音声クラス）
Server Name Indication（SNI）を有効にして TLSプロファイルに関連付けるには、音声クラス
コンフィギュレーションモードで sni sendコマンドを使用します。Server Name Indicationを無
効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

sni send
no sni send

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト Server Name Indication（SNI）は無効になっています。

コマンドモード 音声クラス設定（config-class）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドは、音声クラスコンフィギュレー

ションモードで導入されました。

Cisco IOS XE Amsterdam 17.3.1a

使用上のガイドライン Server Name Indication（SNI）機能をTLSプロファイルに関連付けるには、voice class tls-profile
tagコマンドを使用します。 tagにより、SNI機能が crypto signalingコマンドに関連付けられ
ます。

sni sendを使用すると、Server Name Indication（SNI）を有効化できます。SNIとは、TLSクラ
イアントが初期 TLSハンドシェイクプロセス中に接続しようとしているサーバーの名前を表
示できるようにする TLSの拡張機能のことです。サーバーの完全修飾 DNSホスト名のみが
client helloで送信されます。SNIの client hello拡張機能では、IPv4アドレスおよび IPv6アドレ
スはサポートされていません。サーバーは、TLSクライアントからサーバー名を含む「hello」
を受信した後、それ以降の TLSハンドシェイクプロセスで該当する証明書を使用します。SNI
では、TLS1.2バージョンのみがサポートされています。

例 次の例は、音声クラス tls-profileを作成したうえで、TLSハンドシェイク中に必要な
SNI機能を関連付ける方法を示しています。
Router(config)#voice class tls-profile 2
Router(config-class)#sni send

関連コマンド 説明コマンド

TLSセッションに必要なコマンドを設定するためのサブオプションを
提供します。

voice class tls-profile

TLSハンドシェイクプロセス中に使用されるトラストポイントまたは
tls-profile tagを識別します。

crypto signaling
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snmp enable peer-trap dscp-profile
ダイヤルピア別に Differentiated Services Code Point（DSCP; DiffServコードポイント）プロファ
イル違反トラップを有効にするには、ダイヤルピア音声コンフィギュレーションモードでsnmp
enable peer-trap dscp-profileコマンドを使用します。この設定を無効にするには、このコマン
ドの no形式を使用します。

snmp enable peer-trap dscp-profile
no snmp enable peer-trap dscp-profile

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト DSCPプロファイル違反トラップは有効化されていない状態です。

コマンドモード ダイヤルピア音声コンフィギュレーション（config-dial-peer）

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.2(2)T

使用上のガイドライン グローバルレベルの設定およびダイヤルピア別設定の両方でDSCPプロファイル違反トラップ
を有効にした場合は、グローバルレベルの設定よりもダイヤルピア別の設定が優先されます。

例 次の例は、単一ダイヤルピアで DSCPプロファイル違反トラップを有効化する方法を
示したものです。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# dial-peer voice 4 voip
Router(config-dial-peer)# snmp enable peer-trap dscp-profile
Router(config-dial-peer)# end

関連コマンド 説明コマンド

グローバルレベルでDSCPプロファイル違反トラッ
プを有効化します。

snmp-server enable traps voice dscp-profile
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snmp enable peer-trap poor-qov
VoIPダイヤルピアに関連付けられた該当するコールの音声品質低下通知を生成するには、ダ
イヤルピアコンフィギュレーションモードで snmp enable peer-trap poor-qovコマンドを使用
します。通知を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp enable peer-trap poor-qov
no snmp enable peer-trap poor-qov

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト 無効になっている状態です

コマンドモード ダイヤルピアコンフィギュレーション（config-dial-peer）

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドがCisco3600シリーズに導入されました。11.3(1)T

使用上のガイドライン このコマンドを使用すると、ダイヤルピアに関連付けられた該当するコールの音声品質低下通

知を生成できます。音声品質の低下時にSNMPメッセージを用いるSimpleNetworkManagement
Protocol（SNMP）マネージャを使用している場合は、このコマンドを有効にすることが推奨さ
れます。それ以外の場合は、不要なネットワークトラフィックを削減するためにこのコマンド

を無効にしておく必要があります。

例 次の例は、VoIPダイヤルピア 10に関連付けられたコールで音声品質低下通知を有効
にしたものです。

dial-peer voice 10 voip
snmp enable peer-trap poor-qov

関連コマンド DescriptionCommand

ルータからの SNMPトラップおよび情報の送信を有効にします。snmp -server enable traps

特定のポートが起動または停止した場合に生成されるSNMPトラッ
プメッセージを有効にします。

snmp trap link -status
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snmp-server enable traps voice（DSCPプロファイル）
SimpleNetworkManagement Protocol（SNMP）音声通知を有効化するには、グローバルコンフィ
ギュレーションモードで snmp-server enable traps voiceコマンドを使用します。音声通知を無
効化するには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps voice [{dscp-profile}] [{fallback}] [{high-ds0-util}] [{low-ds0-util}]
[{media-policy}] [{poor-qov}]
no snmp-server enable traps voice dscp-profile [{fallback}] [{high-ds0-util}] [{low-ds0-util}]
[{media-policy}] [{poor-qov}]

構文の説明 （任意）Differentiated Services Code Point（DSCP;
DiffServコードポイント）音声トラップを有効
にします。

dscp-profile

（任意）SNMPフォールバック音声トラップを
有効にします。

fallback

（任意）DigitalSignal0（DS0）トラップのSNMP
高使用率を有効にします。

high-ds0-util

（任意）DS0トラップの SNMP低使用率を有効
にします。

low-ds0-util

（任意）SNMPメディアポリシー音声トラップ
を有効にします。

media-policy

（任意）音声トラップの SNMP低品質を有効に
します。

poor-qov

コマンドデフォルト SNMP DSCPプロファイルの音声通知は無効になっている状態です。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.2(2)T

使用上のガイドライン snmp-server enable traps voiceコマンドを使用すると、DSCPマーキングおよびポリシングの
SNMPトラップを有効化できます。

例 次に、SNMPメディアポリシー音声通知を有効化する例を示します。
Router> enable
Router# configure terminal
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Router(config)# snmp-server enable traps voice dscp-profile media-policy

関連コマンド 説明コマンド

RPHから DSCPへのマッピングを指定します。dscp media

DSCPポリシー違反の場合に実行する必要があるアクションを指定します。violation
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soft-offhook
捕捉中の段階的なオフフック抵抗を有効化するには、音声ポート（FXO）コンフィギュレー
ションモードで soft-offhookコマンドを使用します。このコマンドを無効化するには、このコ
マンドの no形式を使用します。

soft-offhook
no soft-offhook

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト このコマンドはデフォルトで無効になっています。つまり捕捉中に段階的なオフフック抵抗は

発生しません。

コマンドモード 音声ポート（FXO）コンフィギュレーション（config-voiceport）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(3f) 12.4(4)T4

使用上のガイドライン グレア状態下（着信リングと同時に発信捕捉が発生している状態）では、オフフックが示唆さ

れることにより相手先の呼び出しパターンがオン状態となる可能性があります。この状態は、

インターフェイス構成に connection plar-opxコマンドが含まれている場合にも発生する可能性
があります。connection plar-opxコマンドが設定されていない場合、FXOソフトウェアはオフ
フック状態に移行する前に、呼び出し音パターンがオンからオフに変わるのを待ちます。（グ

レアは、グラウンドスタートシグナリングを設定することで最小限に抑えることができま

す。）

soft-offhookコマンドを入力すると、初期設定として発信捕捉または着信捕捉中の FXOフック
スイッチのオフフック抵抗が中間抵抗値に設定されます。この抵抗により、捕捉中に発生する

呼び出し電流により伝送される呼び出し信号が、相手先リングトリップに流れる前に制限され

ます。呼び出しが検出されなくなると、フックスイッチの抵抗は通常の低値に戻ります。この

処理によって、ループが短い場所や、高電流を伝送する可能性のある低出力インピーダンスの

呼び出しソースを持つ従来の呼び出しソースで発生する可能性があるFXOラインインターフェ
イスの損傷を防止できます。

soft-offhookコマンドの適用対象は、次の FXOインターフェイスカード（3050iチップセット
搭載）です。

• EM-HDA-3FXS/4FXO（EVM-HD-8FXS/DID、FXOポートのみ）

• EM-HDA-6FXO（EVM-HD-8FXS/DID上）

• EM2-HDA-4FXO（NM-HDA-4FXSネットワークモジュールのみ）

• VIC2-4FXO、VIC2-2FXO
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例 次の例は、Cisco 3725ルータの音声ポート 1/0/0に対して捕捉中の段階的なオフフック
抵抗を有効化するコンフィギュレーションセッション例を示したものです。

Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# voice-port 1/0/0
Router(config-voiceport)# soft-offhook
Router(config-voiceport)# shutdown
Router(config-voiceport)#
Nov 3 11:08:53.313 EST: %LINK-3-UPDOWN: Interface Foreign Exchange Office 1/0/0, changed
state to Administrative Shutdown
Router(config-voiceport)# no shutdown

Router(config-voiceport)#
Nov 3 11:08:58.290 EST: %LINK-3-UPDOWN: Interface Foreign Exchange Office 1/0/0, changed
state to up
Router(config-voiceport)# ^Z

Router#
Nov 3 11:09:01.086 EST: %SYS-5-CONFIG_I: Configured from console by console
Router#

関連コマンド 説明コマンド

音声ポートの接続モードを PLAR-OPXに指定します。connection plar-opx

音声ポートコンフィギュレーションモードを開始します。voice-port
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source-address（uc-wsapi）
NotifyProviderStatusメッセージに Cisco Unified Communication IOSサービスの送信元 IPアドレ
スまたはホスト名を指定するには、uc wsapiコンフィギュレーションモードで source-address
コマンドを使用します。ルータがNotifyProviderStatusメッセージを送信できないようにするに
は、このコマンドの no形式を使用します。

source-address ip-address
no source-address

構文の説明 サービスプロバイダーが送信元アドレスとして識別する、NotifyProviderStatus
メッセージ内の IPアドレス。

ip-address

コマンドデフォルト IPアドレスはありません。

コマンドモード uc wsapi

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.2(2)T

使用上のガイドライン このコマンドは、ルータ上のサービスプロバイダーがNotifyProvicerStatusメッセージを介して
アプリケーションにメッセージを送信できるようにします。

例 次に、送信元 IPアドレスとポートを設定する例を示します。
Router(config)# uc wsapi
Router(config-register-global)# source-address 172.1.12.13

関連コマンド 説明コマンド

プロバイダーサービスを有効にします。provider

アプリケーションの URLを指定します。remote-url

Cisco Unified Communication IOSサービスコンフィギュレーションモードを開始
します。

uc wsapi
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source carrier-id
送信元キャリア IDのデバッグフィルタリングを設定するには、コールフィルタ一致リストコ
ンフィギュレーションモードで source carrier-idコマンドを使用します。無効にするには、こ
のコマンドの no形式を使用します。

source carrier-id string
no source carrier-id string

構文の説明 キャリア IDを示す英数字の識別子。string

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード コールフィルタ一致リストコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(4)T

例 次の例は、送信元キャリア ID 4321に一致する音声コールデバッグフィルタを設定し
たものです。

call filter match-list 1 voice
source carrier-id 4321

関連コマンド 説明コマンド

音声コールのデバッグに使用するコールフィルタの一致リストを

作成します。

call filter match-list voice

音声コールに対してフィルタ処理されたデバッグを実行します。debug condition match-list

コールフィルタ一致リストを表示します。show call filter match-list

送信元トランクグループのデバッグフィルタリングを設定しま

す。

source trunk-group-label

ターゲットキャリア IDのデバッグフィルタリングを設定します。target carrier-id

ターゲットトランクグループのデバッグフィルタリングを設定し

ます。

target trunk-group-label
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source filter
Session Initiation Protocol（SIP）シグナリングを介してネゴシエートされた内容と異なる送信元
IPアドレスとポート番号を持つ Real-time Transport Protocol（RTP）パケットをフィルタリング
するには、音声サービス SIPコンフィギュレーションモードで source filterコマンドを使用し
ます。フィルタリングを無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

source filter
no source filter

コマンドデフォルト RTP送信元フィルタリングは無効になっています。

コマンドモード 音声サービス SIPコンフィギュレーション（conf-serv-sip）

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.4(6)T

使用上のガイドライン SIP IOSゲートウェイが、アクティブコールで宛先 IPアドレスおよびポートが同一である無効
な RTPストリームを受信した場合、公衆電話交換網（PSTN）発信者側でクロストークが発生
する可能性があります。無効なストリームは、SIP SessionDescription Protocol（SDP）を使用し
てネゴシエートされたものとは異なる送信元 IPアドレスおよびポートを持っています。この
場合ゲートウェイ内のデジタルシグナルプロセッサ（DSP）が、有効なRTPストリームと無効
な RTPストリームの両方を混合して PSTN発信者側で再生します。source filterコマンドを使
用すると、SIPシグナリングを介してネゴシエートされたものとは異なる送信元 IPアドレスお
よびポート番号を持つ RTPパケットをフィルタリングできます。

例 次の例は、RTPパケットのフィルタリング方法を示しています。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# voice service voip
Device(conf-voi-serv)# sip
Device(conf-serv-sip)# source filter

関連コマンド 説明コマンド

SIPコンフィギュレーションモードを開始します。sip

音声カプセル化タイプを指定し、音声サービスコンフィギュレーション

モードを開始します。

voice service voip
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source-ip（メディアプロファイル）
CUBE内WebSocket接続のローカル送信元 IPアドレスを設定するには、メディアプロファイ
ルコンフィギュレーションモードで source-ip コマンドを使用します。設定を削除するには、
このコマンドの no形式を使用します。

source-ip ip-address
no source-ip ip-address

構文の説明 当該WebSocketにバインドするインターフェイスの IPアドレス。ip-address

コマンドデフォルト デフォルトでは無効です。

コマンドモード メディアプロファイルコンフィギュレーションモード（cfg-mediaprofile）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Cisco Unified Border Elementに導入されまし
た。

Cisco IOSXEBengaluru 17.6.1a

使用上のガイドライン CUBEルータには、単一または複数のインターフェイスを設定できます。いずれの場合も、イ
ンターフェイスの IPアドレスを指定して、WebSocket接続のソケットとバインドする必要があ
ります。ルータインターフェイスをソケットにバインドするには、メディアプロファイルコ

ンフィギュレーションモードで source-ip コマンドを使用します。source-ip ip-addressの設定
は、http client source interface GigabitEthernetの設定よりも優先されます。source-ip を設定
しなかった場合、CUBEはデフォルトでローカルインターフェイス上の適切な IPアドレスに
バインドします。

例 以下は、CUBEでの source-ip (media-profile) の構成例です。

csr(cfg-mediaprofile)#source-ip ?
ip-address Enter the source IP address

csr(cfg-mediaprofile)#source-ip 10.64.86.70

関連コマンド 説明コマンド

CUBEでストリームサービスを有効にします。media profile stream-service

メディアプロファイルのアイドルタイムアウトとコールしきい値

を設定します。

connection (media-profile)

メディアプロファイルのプロキシの IPアドレスまたはホスト名
を設定します。

proxy (media-profile)
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説明コマンド

メディアプロファイルの説明を指定します。description (media-profile)

ダイヤルピアレベルでメディアクラスを適用します。media class
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source trunk-group-label
送信元トランクグループのデバッグフィルタリングを設定するには、コールフィルタ一致リス

トコンフィギュレーションモードで source trunk-group-labelコマンドを使用します。無効に
するには、このコマンドの no形式を使用します。

source trunk-group-label group_number
no source trunk-group-label group_number

構文の説明 トランクグループを識別する値（0〜23）。group_number

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード コールフィルタ一致リストコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(4)T

例 次の例では、送信元トランクグループ 21に一致するように設定された音声コールデ
バッグフィルタを示しています。

call filter match-list 1 voice
source trunk-group-label 21

関連コマンド 説明コマンド

音声コールのデバッグに使用するコールフィルタの一致リストを

作成します。

call filter match-list voice

音声コールでフィルタリングされたデバッグを実行します。debug condition match-list

コールフィルタ一致リストを表示します。show call filter match-list

送信元キャリア IDのデバッグフィルタリングを設定します。source carrier-id

ターゲットキャリア IDのデバッグフィルタリングを設定します。target carrier-id

ターゲットトランクグループのデバッグフィルタリングを設定し

ます。

target trunk-group-label
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speed dial
SCCPテレフォニー制御（STC）アプリケーション機能の短縮ダイヤルコードの桁数範囲を指
定するには、STCアプリケーション機能短縮ダイヤルコンフィギュレーションモードで speed
dialコマンドを使用します。デフォルトに戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

speed dial from digit to digit
no speed dial

構文の説明 短縮ダイヤルコード範囲の開始番号。範囲は、1桁コードの場合は 0～ 9、2桁
コードの場合は 00～ 99です。デフォルト番号は、1桁コードの場合は 1、2桁
コードの場合は 01です。

指定できる範囲は、digitコマンドで設定した桁数によって異なりま
す。

（注）

from digit

短縮ダイヤルコード範囲の終了番号。範囲は、1桁コードの場合は 0～ 9、2桁
コードの場合は 00～ 99です。デフォルト番号は、1桁コードの場合は 9、2桁
コードの場合は 99です。

指定できる範囲は、digitコマンドで設定した桁数によって異なりま
す。

（注）

to digit

コマンドデフォルト デフォルトの短縮ダイヤルコードは、1桁コードの場合は 1～ 9、2桁コードの場合は 01～ 99
に設定されています。

コマンドモード STCアプリケーション機能短縮ダイヤルコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.4(2)T

digit引数が変更され、2桁のコードを入力できるようになりました。12.4(6)T

使用上のガイドライン このコマンドは、STCアプリケーションで使用します。STCアプリケーションは、呼制御に
SkinnyClientControl Protocol（SCCP）を使用しているアナログFXSエンドポイントの各機能を
有効化します。

短縮ダイヤルコードの範囲をデフォルトから変更したい場合にのみ、このコマンドを使用して

短縮ダイヤルコードの範囲を設定してください。短縮ダイヤルコードを 1桁にするか 2桁にす
るかを決定するには、digitコマンドを使用します。

サポートされている短縮ダイヤルコードの最大数は、1桁コードの場合 9つで、2桁コードの
場合は 99です。開始番号を 0に設定した場合、終了番号に設定できる最大の番号は、1桁コー
ドの場合は 8で、2桁コードの場合は 98です。
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なお、短縮ダイヤル先の実際の電話番号は、CiscoCallManagerまたはCiscoCallManager Express
システムに保存されています。このコマンドで設定する短縮ダイヤルコードは、呼制御デバイ

スの短縮ダイヤルポジションにマッピングされます。たとえば開始番号を 2、終了番号を 7と
設定した場合、システムは短縮ダイヤル 1に 2をマッピングし、短縮ダイヤル 6に 7をマッピ
ングします。

このコマンドでは、昇順および降順のどちらでも数字入力が可です。たとえば、次の2つのコ
マンドはどちらも有効です。

Router(stcapp-fsd)# speed dial from 2 to 7
Router(stcapp-fsd)# speed dial from 7 to 2

電話機で短縮ダイヤル機能を使用するには、STCアプリケーション機能短縮ダイヤル（FSD）
のプレフィックスに続けて、このコマンドで設定した（または、このコマンドを未使用の場合

はデフォルトの）短縮ダイヤルコードの 1つをダイヤルします。たとえば FSDプレフィック
スが *（デフォルト）で、短縮ダイヤルコードが 1～ 9（デフォルト）の場合、短縮ダイヤル
3として保存されている電話番号にダイヤルするには、「*3」とダイヤルします。

digitコマンドの値を変更した場合、このコマンドはデフォルト範囲にリセットされます。たと
えば、digitコマンドで 2に設定した後に digitコマンドをデフォルトの 1に戻した場合、短縮
ダイヤルコードは 1～ 9にリセットされます。

digitコマンドで 2に設定し、1桁の短縮ダイヤルコードを設定した場合、短縮ダイヤルコード
はシステムによって自動的に 2桁に変換されます。たとえば、設定が 2桁になっている状態で
範囲に 1～ 5と入力すると、短縮ダイヤルコードはシステムによって自動的に 11～ 15へと変
換されます。

この範囲内のいずれかの FSDコードを、別の FSDコードですでに使用されている値に設定し
た場合は、警告メッセージが表示されます。重複するコードを設定した場合、システムはshow
stcapp feature codesコマンドの出力で表示される優先順位に従って、最初に一致した機能を実
装します。

show running-configコマンドでは、デフォルト以外の FSDコードのみが表示されます。show
stcapp feature codesコマンドでは、すべての FSDコードが表示されます。

例 次の例は、FSDコードのプレフィックスをシャープ記号 2つ（##）に設定し、短縮ダ
イヤルコードの範囲を 2～ 7に設定したものです。これらの値の設定後、電話機ユー
ザーは「##2」を押すと、呼制御システム（CiscoCallManagerまたはCiscoCallManager
Express）で短縮ダイヤル 1として保存されている電話番号に短縮ダイヤルできるよう
になります。

Router(config)# stcapp feature speed-dial
Router(stcapp-fsd)# prefix ##
Router(stcapp-fsd)# speed dial from 2 to 7
Router(stcapp-fsd)# exit

次の例は、上記の例で設定された短縮ダイヤル範囲が、呼制御システムの短縮ダイヤ

ル位置にどのようにマッピングされるかを示しています。2～ 7の範囲が、短縮ダイ
ヤル 1～ 6にマップされます。
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Router# show stcapp feature codes
.
.
.
stcapp feature speed-dial
prefix ##
redial ###
speeddial number of digit(s) 1
voicemail ##0
speeddial1 ##2
speeddial2 ##3
speeddial3 ##4
speeddial4 ##5
speeddial5 ##6
speeddial6 ##7

次の例は、FSDコードのプレフィックスをアスタリスク 2つ（**）に設定し、短縮ダ
イヤルコードの範囲を 12～ 17に設定したものです。

Router(config)# stcapp feature speed-dial
Router(stcapp-fsd)# prefix **
Router(stcapp-fsd)# digit 2
Router(stcapp-fsd)# speed dial from 12 to 17
Router(stcapp-fsd)# exit

関連コマンド 説明コマンド

STCアプリケーションの機能短縮ダイヤルコードの桁数を指定し
ます。

digit

STCアプリケーションの機能短縮ダイヤルコードのダイヤル前に
付けるプレフィックスを指定します。

prefix (stcapp-fsd)

STCアプリケーションで、前回ダイヤルした番号を再ダイヤルす
るための機能短縮ダイヤルコードを指定します。

redial

現在のデフォルト以外の構成設定を表示します。show running-config

設定済みおよびデフォルトのSTCアプリケーション機能アクセス
コードを表示します。

show stcapp feature codes

STCアプリケーションの機能短縮ダイヤルコンフィギュレーショ
ンモードを開始して、機能短縮ダイヤルコードを設定します。

stcapp feature speed-dial

音声メール番号ダイヤル用のSTCアプリケーションの機能短縮ダ
イヤルコードを指定します。

voicemail (stcapp-fsd)
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srtp（ダイヤルピア）
特定 VoIPダイヤルピアのセキュアコールの有効化、フォールバックの有効化、およびグロー
バル SRTP設定の上書きに Secure Real-Time Transport Protocol（SRTP）を使用するよう指定す
るには、ダイヤルピア音声コンフィギュレーションモードで srtpコマンドを使用します。セ
キュアコールの無効化、フォールバックの無効化、およびグローバル SRTP設定の上書きを行
うには、このコマンドの no形式を使用します。

srtp [{fallback | pass-thru] | system}]
no srtp [{fallback | pass-thru] | system}]

構文の説明 （任意）特定のダイヤルピアコールに対して、非セキュアモードへのフォールバッ

クを有効化します。

fallback

（任意）すべての（サポート対象およびサポート対象外の）暗号スイートの透過的

なパススルーを有効化します。

pass-thru

（任意）音声サービス voipコンフィギュレーションモードで srtpコマンドを使用
して設定されたグローバル SRTP設定を有効化します。ダイヤルピア音声コンフィ
ギュレーションモードで srtpコマンドが有効化されている場合は、これがデフォ
ルトとなります。

system

コマンドデフォルト 音声サービス voipコンフィギュレーションモードで設定済みのグローバル SRTP設定が有効
になっている状態です。

コマンドモード ダイヤルピア音声コンフィギュレーション（config-dial-peer）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(6)T1

このコマンドは、キーワード pass-thruを含むように変更され
ました。

15.6(1)Tおよび 3.17S

YANGモデルでのサポートが導入されました。Cisco IOSXECupertino 17.7.1a

使用上のガイドライン ダイヤルピアレベルまたはグローバルレベルで srtpコマンドを使用して、セキュアコールを
有効化できます。ダイヤルピア音声モードで設定する srtpコマンドは、ダイヤルピア別にコー
ルセキュリティを設定し、グローバルコマンド srtpよりも優先されます。特定のダイヤルピア
でセキュアコールを有効化するには、ダイヤルピア音声コンフィギュレーションモードで srtp
コマンドを使用します。セキュリティコールを無効化するには、このコマンドの no形式を使
用します。

srtp fallback コマンドを使用すると、セキュアコールを有効化したうえで、特定のダイヤルピ
アを介するコールで非セキュアモードへのフォールバックを許可できます。このセキュリティ
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ポリシーは、指定したダイヤルピアを通過するすべてのコールに適用され、各コールごとに設

定することはできません。srtp fallbackコマンドを使用してダイヤルピアレベルでコールの
フォールバックを設定すると、グローバルコマンド srtp fallbackよりも優先されます。このコ
マンドの no形式は、SRTPとフォールバックを無効化します。no srtp fallbackコマンドを使用
してフォールバックを許可していない場合、コールは非セキュアモードにフォールバックでき

ません。

特定のダイヤルピアのすべての暗号スイートの透過的パススルーを有効にするには、ダイヤル

ピア音声コンフィギュレーションモードで srtp pass-thru コマンドを使用します。SRTPパス
スルー機能が有効になっている場合、メディアインターワーキングはサポートされません。

メディア関連の問題を回避するために、着信ダイヤルピアと発信ダイヤルピアの両方で対称な

設定が使用されていることを確認してください。

（注）

グローバルレベルでセキュリティ設定をダイヤルピアに適用するには、srtp systemコマンドを
使用します。

例 次の例は、セキュアコールを有効化し、特定のダイヤルピアのフォールバックを不許

可にしたものです。

Router(config-dial-peer)# srtp

次の例は、セキュアコールを有効化し、コールの非セキュアモードへのフォールバッ

クを許可したものです。

Router(config-dial-peer)# srtp fallback

次の例は、暗号スイートの透過的なパススルーを有効にしたものです。

Router(config-dial-peer)# srtp pass-thru

次の例では、コールセキュリティをデフォルトでグローバルレベルの SRTP動作に設
定したものです。

Router(config-dial-peer)# srtp system

関連コマンド 説明コマンド

音声サービス voipコンフィギュレーションモードで、セキュアコール
をグローバルに有効にします。

srtp (voice)

SRTPおよびフォールバックをグローバルに有効にします。srtp fallback (voice)
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srtp（音声）
セキュアコールおよびコールフォールバックの有効化に Secure Real-Time Transport Protocol
（SRTP）を使用するよう指定するには、グローバル VoIPコンフィギュレーションモードで
srtpコマンドを使用します。セキュアコールを無効化してフォールバックを不許可にするに
は、このコマンドの no形式を使用します。

srtp [fallback | pass-thru]
no srtp [fallback | pass-thru]

構文の説明 （任意）非セキュアモードへのコールフォールバックを有効化します。fallback

（任意）すべての（サポート対象およびサポート対象外の）暗号スイートの透過的

なパススルーを有効化します。

pass-thru

コマンドデフォルト 音声コールのセキュリティとフォールバックは無効になっています。

コマンドモード 音声サービスコンフィギュレーション（config-voi-serv）

ダイヤルピア音声コンフィギュレーションモード（config-dial-peer）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(6)T1

このコマンドは、キーワード pass-thruを含むように変更され
ました。

15.6(1)Tおよび 3.17S

YANGモデルでのサポートが導入されました。Cisco IOSXECupertino 17.7.1a

使用上のガイドライン 音声サービスvoipコンフィギュレーションモードで srtpコマンドを使用すると、セキュアコー
ルの有効化で SRTPによるメディア認証および暗号化を使用するようグローバルに指定できま
す。このセキュリティポリシーは、当該ゲートウェイを経由するすべてのコールに適用され、

各コールごとの設定はできません。特定ダイヤルピアでセキュアコールを有効にするには、ダ

イヤルピア音声コンフィギュレーションモードで srtpコマンドを使用します。srtpコマンド
を使用してダイヤルピア別に設定したコールセキュリティは、グローバルコマンド srtpよりも
優先されます。

srtp fallbackコマンドを使用すると、グローバルレベルでセキュアコールを有効化して非セキュ
アモードへのコールフォールバックを許可できます。このセキュリティポリシーは、当該ゲー

トウェイを経由するすべてのコールに適用され、各コールごとの設定はできません。特定ダイ

ヤルピアでセキュアコールを有効にするには、ダイヤルピア音声コンフィギュレーションモー

ドで srtpコマンドを使用します。ダイヤルピア音声コンフィギュレーションモードで srtp
fallbackコマンドを使用して設定したコールセキュリティは、音声サービスVoIPコンフィギュ
レーションモードで設定するグローバルコマンド srtp fallbackよりも優先されます。no srtp

signal〜 srv version
78

signal〜 srv version

srtp（音声）



fallbackコマンドを使用すると、SRTPからRTP（セキュアから非セキュア）へのフォールバッ
クを不許可にできます。

srtp pass-thruを使用すると、すべての（サポート対象および非サポート対象の）暗号スイー
トの透過的なパススルーをグローバルに有効化できます。特定のダイヤルピアのすべての暗号

スイートの透過的パススルーを有効にするには、ダイヤルピア音声コンフィギュレーション

モードで srtp pass-thru コマンドを使用します。SRTPパススルー機能が有効になっている場
合、メディアインターワーキングはサポートされません。

メディア関連の問題を回避するために、着信ダイヤルピアと発信ダイヤルピアの両方で対称な

設定が使用されていることを確認してください。

（注）

例 次の例は、セキュアコールを有効化したものです。

Router(config-voi-serv)# srtp

次の例は、非セキュアモードへのコールフォールバックを有効化したものです。

Router(config-voi-serv)# srtp fallback

次の例は、暗号スイートの透過的なパススルーを有効にしたものです。

Router(config-voi-serv)# srtp pass-thru

関連コマンド 説明コマンド

個々のダイヤルピア別にセキュアコールを有効化します。srtp (dial-peer)

個々のダイヤルピア別にRTP（非セキュア）モードへのコールフォー
ルバックを有効化します。

srtp fallback (dial-peer)

RTP（非セキュア）モードへのコールフォールバックをグローバル
に有効化します。

srtp fallback (voice)

個々のダイヤルピア別に、非サポート対象の暗号スイートの透過的

なパススルーを有効化します。

srtp pass-thru (dial-peer)

セキュアコールをグローバルレベルで有効化します。srtp system
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srtp-auth

Cisco IOS XE Everestリリース 16.5.1b以降、srtp-auth コマンドは廃止されました。このコマン
ドは Cisco IOS XE Everestソフトウェアで引き続き使用できますが、このコマンドを実行して
も設定は変更されません。優先暗号スイートを使用してSRTP接続を設定するには、voice class
srtp-cryptoコマンドを使用してください。詳細については、voice class srtp-cryptoコマンドの
ドキュメントを参照してください。

（注）

優先暗号スイートを用いた Secure Real-time Transport Protocol（SRTP）接続を Cisco Unified
Border Element（Cisco UBE）上でグローバルに設定するには、SIPコンフィギュレーション
モードで srtp-authコマンドを使用します。この設定を無効にするには、コマンドの no形式を
使用します。

srtp-auth {sha1-32 | sha1-80}
no srtp-auth

構文の説明 AES_CM_128_HMAC_SHA1_32暗号スイートを使用したセキュアコールを許可しま
す。

sha1-32

AES_CM_128_HMAC_SHA1_80暗号スイートを使用したセキュアコールを許可しま
す。

sha1-80

コマンドデフォルト AES_CM_128_HMAC_SHA1_32暗号スイートが選択されている状態です。

コマンドモード SIPコンフィギュレーションモード（conf-serv-sip）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。15.4(1)T

このコマンドは廃止されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1b

例

次の例は、AES_CM_128_HMAC_SHA1_80暗号スイートを使用したSRTP接続をCisco
UBE上でグローバルに設定する方法を示しています。
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# voice service voip
Device(conf-voi-serv)# sip
Device(conf-serv-sip)# srtp-auth sha1-80
Device(conf-serv-sip)# end
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関連コマンド 説明コマンド

Session Initiation Protocol（SIP）ユーザーエー
ジェント（UA）の Secure Real-time Transport
Protocol（SRTP）情報を表示します。

show sip-ua srtp

Cisco Unified Border Element（CUBE）上で優
先暗号スイートを用いた Secure Real-time

voice-class sip srtp-auth

Transport Protocol（SRTP）接続をダイヤルピ
ア別に設定します。
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srtp-crypto
設定済みの暗号スイート選択優先順位を、グローバルにまたは特定の音声クラステナントに割

り当てるには、srtp-cryptoコマンドを使用します。暗号スイート選択優先順位を削除して、デ
フォルトの優先順位リストに戻すには、このコマンドの no形式または default 形式を使用し
ます。

srtp-crypto crypto-tag
no srtp-crypto
default srtp-crypto

構文の説明 当該音声クラスに割り当てられた固有の識別番号。範囲は 1～ 10000です。

グローバルコンフィギュレーションモードで使用可能な voice class srtp-crypto
コマンドで作成済みのタグに、ここで指定した番号がマッピングされます。

crypto-tag

コマンドデフォルト 暗号スイートの優先順位は割り当てられていない状態です。

コマンドモード 音声クラステナントコンフィギュレーション（config-class）

音声サービス音声 sipコンフィギュレーション（conf-serv-sip）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXEEverest 16.5.1b

使用上のガイドライン

グローバルコンフィギュレーションモードまたはテナントコンフィギュレーションモードで

srtp-crypto crypto tagコマンドを実行する前に、必ず voice class srtp-crypto crypto-tagコマンド
を使用して srtp音声クラスを作成してください。

（注）

割り当て可能な暗号タグは1つのみです。別の暗号タグを割り当てた場合は、前回の暗号タグ
が最後に割り当てた暗号タグに置き換えられます。

例

音声クラステナントに暗号スイート優先順位を割り当てた例：

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# voice class tenant 100
Device(config-class)# srtp-crypto 102

グローバルに暗号スイート優先順位を割り当てた例：
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Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# voice service voice
Device(conf-voi-serv)# sip
Device(conf-serv-sip)# srtp-crypto 102

関連コマンド 説明コマンド

音声クラスコンフィギュレーションモードを開始し、srtp-crypto音
声クラスに識別タグを割り当てます。

voice class sip srtp-crypto

Cisco Unified Border Element（CUBE）上の SDPオファーおよびア
ンサーで提供される SRTP暗号スイートの優先順位を指定します。

crypto

Session Initiation Protocol（SIP）コールに関するアクティブなユー
ザーエージェントクライアント（UAC）およびユーザーエージェ
ントサーバー（UAS）の情報を表示します。

show sip-ua calls

Session Initiation Protocol（SIP）ユーザーエージェント（UA）の
Secure Real-time Transport Protocol（SRTP）情報を表示します。

show sip-ua srtp
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srtp negotiate
Cisco IOSSession Initiation Protocol（SIP）ゲートウェイによるReal-timeTransport Protocol（RTP）
オーディオ/ビデオプロファイル（AVP）の受け入れと送信をグローバルコンフィギュレー
ションレベルで有効にするには、音声サービス VoIP SIPコンフィギュレーションモードまた
は音声クラステナントコンフィギュレーションモードで srtp negotiateコマンドを使用しま
す。RTP AVPの受け入れと送信を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

srtp negotiate cisco system
no srtp negotiate system

構文の説明 Secure Real-time Transport Protocol（SRTP）オファーに対する RTPの応答を許可しま
す。

cisco

ネゴシエートメソッドでグローバルsip-ua値を使用するよう指定します。このキーワー
ドは、テナントモードでのみ使用でき、グローバルコンフィギュレーションにフォー

ルバックできます。

system

コマンドデフォルト グローバルコンフィギュレーションレベルでの RTP AVPの受け入れと送信サポートは無効に
なっています。

コマンドモード 音声サービス VoIP SIPコンフィギュレーション（conf-serv-sip）

音声クラステナントコンフィギュレーション（config-class）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(15)XY

このコマンドが Cisco IOSリリース 12.4(20)Tに統合されまし
た。

12.4(20)T

サポートが Cisco Unified Border Elementに拡張されました。12.4(22)T

このコマンドが、Cisco IOSリリース 15.0(1)Mに統合されま
した。

15.0(1)M

このコマンドは、systemキーワードを含むように変更されま
した。このコマンドは、音声クラステナントで使用できるよ

うになりました。

15.6(2)Tおよび IOS XE Denali
16.3.1

YANGモデルでのサポートが導入されました。Cisco IOS XE Dublin 17.10.1

使用上のガイドライン srtp fallbackコマンドは、SIPゲートウェイが SIP 4xxメッセージ応答を使用して SRTPフォー
ルバックを許可できるように設定します。srtp negotiateコマンドを使用すると、SIPゲート
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ウェイで SRTPプロファイルへの応答として RTP（非セキュア）プロファイルを受け入れて送
信するように設定できます。

音声サービス SIPコンフィギュレーションモードで srtp negotiateコマンドを使用すると、単
一の SIPゲートウェイで SRTPネゴシエーションをグローバルに有効化して、SRTPオファー
への応答として非セキュアRTPプロファイルを受け入れて送信するよう設定できます。グロー
バル設定を上書きして、Cisco IOSSIPゲートウェイ上の個々のダイヤルピアに対してこの動作
を指定するには、ダイヤルピア音声コンフィギュレーションモードでvoice-class sipsrtpnegotiate
コマンドを使用します。

srtp negotiateコマンドが有効になっている場合、SRTPネゴシエーションに関して 2種類のシ
ナリオがあります。

• srtp fallbackコマンドが有効化されている SIPゲートウェイでは、当該ゲートウェイは
SRTPオファーに対する RTP応答を受け入れます。

• srtp fallbackコマンドが無効化されている SIPゲートウェイでは、当該ゲートウェイは着
信 SRTPコールを許可し、RTPで応答します。

これらの動作は、セッション確立に関与している初期SIPメッセージのサポート対象ヘッダー
にある「X-cisco-srtp-fallback」拡張子を使用して実現されます。

例 次の例は、グローバルコンフィギュレーションレベルで SRTPAVPを受け入れて送信
する方法を示しています。

Device> enable

Device# configure
terminal
Device(config)# voice
service
voip

Device(conf-voi-serv)# sip
Device(conf-serv-sip)# srtp negotiate cisco

次の例は、SRTPネゴシエーションを単一のSIPゲートウェイでグローバルに有効化し
たものです。

Device(conf-voi-serv)# sip
Device(conf-serv-sip)# srtp negotiate cisco

次の例は、音声クラステナントコンフィギュレーションモードで SRTPネゴシエー
ションをグローバルに有効化したものです。

Router(config-class)# srtp negotiate system

関連コマンド 説明コマンド

個々のダイヤルピアでセキュアコールの有効化に SRTPを使用する
よう指定し、（任意で）RTPへのフォールバックを有効化します
（グローバル設定が上書きされます）。

srtp (dial peer)
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説明コマンド

セキュアコールの有効化に SRTPを使用するよう指定し、（任意
で）RTPへのフォールバックを Cisco IOS SIPゲートウェイ上でグ
ローバルに有効化します。

srtp (voice)

ダイヤルピアコンフィギュレーションレベルで Cisco IOS SIPゲー
トウェイによる RTP AVPの受け入れおよび送信を有効化します。

voice class sip srtp
negotiate
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srv version
RFC 2052フォーマットまたは RFC 2782フォーマットでドメインネームシステムサーバー
（DNS SRV）クエリを生成するには、SIP UAコンフィギュレーションモードで srv version
コマンドを使用します。デフォルトにリセットするには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

srv version {1 | 2}
no srv version

構文の説明 「protocol.transport.」フォーマットでドメイン名のプレフィックスを指定します（RFC2052
形式）。

1

「_protocol._transport.」フォーマットでドメイン名のプレフィックスを指定します（RFC
2782形式）。

2

コマンドデフォルト 2（RFC 2782形式）

コマンドモード SIP UAコンフィギュレーション（config-sip-ua）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(2)XB

このコマンドが Cisco AS5850に導入されました。12.2(2)XB1

このコマンドがCisco IOSリリース 12.2(8)Tに統合されました。こ
のリリースでは Cisco AS5850のサポートは含まれていません。

12.2(8)T

このコマンドが Cisco IOSリリース 12.2(11)Tに統合されました。
このリリースにおいてこのコマンドは Cisco AS5850でサポートさ
れています。

12.2(11)T

このコマンドが、Cisco IOS XEリリース 2.5に統合されました。Cisco IOS XEリリース 2.5

使用上のガイドライン CiscoVoIPゲートウェイのSession Initiation Protocol（SIP）は、DNSSRVクエリを使用してユー
ザーエンドポイントの IPアドレスを決定します。クエリ文字列には、「protocol.transport.」形
式（RFC2052）または「_protocol._transport.」形式（RFC2782）のプレフィックスがつきます。
選択した文字列は、その後ネクストホップ SIPサーバーの完全修飾ドメイン名（FQDN）に付
けられます。

このコマンドで値を 1に設定すると、RFC 2052のみをサポートしている旧型の機器との互換
性を持たせることができます。
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例 次の例は、 srv versionコマンドをRFC2782（プロトコルの前後にアンダースコアが入
る）形式に設定したものです。

Router(config)# sip-ua
Router(config-sip-ua)# srv version 2

関連コマンド 説明コマンド

SIPステータスを表示します。show sip-ua status
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


